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* 光を永遠にたやさばい
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* 法灯を永久に消さない

等，有急義な意味をもちます。
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< 初代会長矢代仁兵衛翁の追想 >

平成 3 年 2 月、 97歳の御高齢でご逝去されました前会長松田長三郎氏の後任の水渡英二でござい

ます。どうかよろしくお願い申し上げます。

「財団凸人覚誉会の育い立ち」は『傑光』第 2 号て既に記述されましたので、今回は弊財団の創

設者で初代会長でいらっしゃった矢代仁兵衛翁に対する忍い出を書きとどめさせていたfこきます。

欠代仁兵衛翁（京識物老舗の 7 代目社主）は明治26年のお生れで、岡l川の 1日制六高を経て、大正

10年に京都大学法学部をご卒業になってわられます。

翁はこ卒業のとき、宮中こ学問所御用係を務められた杉簡重剛先生より I四書五経」を学ぶ心で

織物をつくることが大切であると教育と躾の重要さを教えられ、これが後日京都嵯蛾野の地に女学

校を創設される大きな動機となったようです。

昭和10年、かねて当時の京都府知事の川西実竺氏より半ば冗談気味応要詰のあった学校寄贈を遂

に翁お一人の力でこれを実現するという快挙をばしとげられました。まことに驚くべきことでご｀ざ

います。京都の靡史に永くその名をとどめ、金のご遺徳を顕彰すべきであろうと思います。

翁は当初「英国のイートン＇校」のよう立全寮制による少政精鋭教育を目指していらっしゃったよ

うに聞き及んでおりまずが、学校の中心紅「里仁軒」という名の茶室か拉えられました。この里仁

は命が生涯をかけて、追い求めつづけられた理想の世界で学生達が常にマナーやルールを守りモラ

ルを重んじるやさしい思いやりのある人間に成長してくれることを願ってこの茶室を「里仁軒」と

名づけられました。まさに思い遺りの殿堂です。

また、翁は大へん宗教心厚く、昭和 5 年頃から神宮に関与され、昭和25年平安神宮の娯敬者総代

に、更に昭和39年には奉賛会会長に就任され生涯神宮の維持発展に務められました。

翁のご奉仕の中で今立お忘れることのてきないものの一つに平安神宮本殿焼失事件かこさいます。

昭和51年 1 月 9 日の出皐事てすが本殿焼矢によってこ神体か果たして「燃えた」か―燃えない」か

で、ジャーナリス k よりの執拗な追求を受け神宮側としてはいよいよその回答に崩しておられたと

ころ［平安神宮は人々州合堂する広楊、ただそこに袢というもののニオイがあればよいのです」と

いう翁の助太刀精神論議によって執拗古／ャーナリストも一瞬になりを静め一件落蒼。京都市民も

何かしら胸のすく思いがする事件がございました。

また、翁は昭和49年に京都の御池室町に自社ビルをお建てになりました。よく見るとビルの一角

にお茶飲み所が設えてあります。この麓謬をいち早く兄つげだしたジャーナリストが「兄の人惰ゆ

かし・・……•現代版“腕茶”1 として広く新膚］に報道されるとごととたりました。ところが翁はこの
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新聞記事を御覧にtよって大変残念に思われました。 よれば「このお苓のみ処の鰭神ば、道ゆく

人にお荼を施ず」ので詮＜ 「道ゆく人にお荼を差
o o r) 

いうことてあって、敢えて云えば胞行荼と申すべきてとうしてら施茶の二文字の閏に行の一字が必
99 」、

このよりに須は生江をかけて作務を人事に大事にしていらっしゃ

る」 という行を私逹かさせて頂いていると

要てあることを説明されました。

いました。

また、 このようば気持て設立され「互いに見［い遣りのある任み心地のよい社会1 じ丁［現を念願し、

少してもその一助にと公益活動を続げているのか私共の財団法人宣誉会てこさいます。

卸ままた、老年期をお迎えになられてからは書面を入変楽しま

成、

と称する大学OB

そのリーダーとして活躍されていました。更に、古稀をお迎えになってからは土を相手にと、

衣笠山麗に鉗胤農園を設え有横栽熔による清浄野菜迭りに取り組んていらっしゃいました。 この時

じ会得された教訓の中に とム一うのがございまずか。 この教訓ほ

くの方々に深い感銘を与えたものはないと思います。「深耕隠肥」を要約しまずと「こま化し 1まいけ

ない常が大事記」と ります。 まことに合苦保し このよう くの道しる

ベを我々に残して昭和51年 6 月享年82歳の天寿を全らさえしました。

今、翁の有りし日をしのびますとき弊財団が今後いついつまても、象か生印」、戻の外大事にされ

ていた「考える事が人生」 Deken ist Leben と云うドイツの詩の一節を財団連営の柱として淳風美

俗0)育成ど併せて猷維染色の学術研究に、優れた創追力とたくましい急志、燃える情熱を傾けて、

累睛らしい成果を挙げもって翁のご遣志にお応え申し上げるへく努刀して参りたいと思っています。

水 渡 英
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天然染色の化学的研究
ヤマモモ樹皮染および成分色累配糖休ならびに色素に

よる比較染色について
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1. はじめに

ヤマモモ (Myrica 「 ubra sieb. et Zucc.) はヤマモモ科 (Myr i c i ae) 東亜楕物 1)てある。本

州南部、四国、九州，沖褪、台湾、中国ならびにマレー、インドに広く自生する

菩＼。花期は春、，初夏に果実を結ぶ。この樹皮はモモカワ、泣木と称して足利末期から望色に用いら

れている。澁木はタソニンの含塁が多く黄褐色染めに使用され現在に至っている n 合有色素ばミリ

セチンMyr ice ti n C15日 1008 の分子式を持つフラホノールである。通常は配糖休ミリシトリン

Myricitrin C叶I20国として樹皮中に含右されている。フラボノール類の色素は19世紀末期から今

憔紀初頭にかけてA. G. Perk in 教授2)一門によって解明された分野である。近年1ま、楡物生理から

医学の立掲で薬効の研究i)がクローズア,,プされつ入ある。染色の立場からの追求によって美しい

置光を持つ染布を得た。その詳細を述べる。

2. 実験

2.1 材料

2. l.l 羊毛布と絹布：田阪の平織の品を用いた。 とら既報の為アムモニア虞て処理して精

2. 1. 2 ヤマモモ樹皮：市阪の本州）iLのものをミキサー して伝統の手法ての を調製ず

る 0)に使った。試料の水分＝ 13.91% 仄分＝3,90% メクノー；レオ」叫色素分＝ 30.88%,

2. 1-3 シフキ。エキス：市阪の岳は褐色を雷びた黒色のブロ,クてある。鋭刊tょナイフて訂ljり

試料に用いた。水分9.37応 仄分＝4 バ8% メ 9 ノー；レ袖出色素分＝ 80.73% 

2.2 ヤマモモ。エキスより成分色素と色累配穂体の分離

2.2. l タンニン質の除去：ンフ年。こキスをナイフて削り、メ／ウ乳鉢中て扮末とした。その 1

0. 0 gを投り（：阿仄屹燥分として7_ 6 g) 200mlのヒーカー応移し、熟忍5Dmlを注加してよくかぎ立せ

机上に静着し、ヒーカーが室温近くtよってから Ice-box に移して冷却ずる。上心液を 1 n『iけ］筐、 UL

し九ビーカーから decan t a tion ずる。ビ｀ーカーの鳳に仄色の比殿が残る。 と立

ヽr, 
,
I
 

L たこ 1 FcCh 1 ％水芯液の滴下によって紫古色の口色かかずかこばるまてこ
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の Operation を根気よく繰返ず必要がある。

2.2.2 シプキ。エキス沈でんより配糖体の単離： 2.2.lのビーカー中に枕てんした固体1まタンニ

ソ除去操作によって決黄色となっている。この物を99％ニタノールをもって抽出 う。摺合せ部

を持つ容饂300mlの丸底フラスコヘ99％酒闊100mlを数回に分けて沈てんに加えて、フラスコ中へ流

し込む。逆流コンテンサーを摺合せ部に接合させマノトルヒーター中にセットし電熱で加熱し

boi l ingの状態で 1 時聞配糖体の抽出を行なう。 1 時間後電源を切り放冷後黄色透明液を流去し沈澱

と別げ、さらに新たなニタノール50mlを加え同じ授作を30分間行tよってニタノール袖出液を合わせ

て、 500mlのナシ形フラスコに移し、回転式減圧蒸発器にピノトして 40℃水浴で濃縮する。1/3 量に

濃縮すると白色の結晶が器壁に付着して来る。内容を 100ml のマイニ）レロフラスコに小量の

80％熱アルコールを加えてIce-Box に移し結晶の成長をうながず。 24時問後、マイニルフラスコ中

の白色結晶をガラスフィルターに移し吸引し濾液と分かつ。結晶収量＝ 1.80 gこの結晶を50

％ニタノールを用いて再結晶を繰返し融点 199.5 ℃の

透明な綿菫子の様な結晶を得た。標晶のミリシトリン

と混融してM· pは降下しなかった。最終結晶収醤＝

0.93 gであった。尚、 ミリシトリソの他に微輩0) クエ

ルセチン配糖体を紐製過程のクロマト試験て存在を認

HO 

HO 

H
 

。

O
H□
：
こキ—<

めたが補捉し得なかった。 第 1 図 Myri c it r i n C 21 正0012

2.2.3 シブキ・エキス沈でんより色累ミリセチンの単離： 2.2.2の淡黄色の固体ばミリセチンを

合有して居り、これを乾燥すると黄色の粉末1.30 gが得られた。その半誠を採り、活栓付マイニ）レ

フラスコ 100mlの容鼠に移し、ピリヂ‘、/ 5 mlを加えて温めると完全に黄色液となる。 これへ無水酢

酸の同量を加えると少し発熱する。よくかきまぜて後静置すると白色の結晶となった。 結

晶に純水を加えてガラスフィルターに移し冷水て洗豫し洗涜湖液に酸性が無く↑よる迄よく洗う。ア

セチル化物を素焼板上に途りつけ乾燥させた。乾燥体収星は1. 1 gこれを50ml容量のビーカーに採

り 3%KOH液でケソ化しミリセチソの橙黄色の結晶0.52 gを得た。融点は高く 345℃で収縮し356

℃で融解と同時に分解する。標品と混融してMP =356℃ （分解）である。

HO~O~OH 

OH II 

第 2 図 Myricet rin C 直I100s
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2 。 3 染色実験

23.l ヤマモモ抽出液による染色液の調製：ヤマモモ樹皮粉末10,0 gを採り、容昌 3 l のステ

ンレス製の円筒に移し、水道水 l l を加えて、 リングバーナー上で加熱し、ときどき、かきまぜ液

をゆるやかに boi l させる。 30分 boi l を続ける液ぱ泡立ち黄褐色となる。 boi l 30分の後、火を消し 3

［容贔の吸引フラスコ［こブッフナー目皿付陶製濾斗をセットし濾紙を目 1lllトに置き湯てフィットさ

せ来液を油過ずる。最後に染液底の残消を移し、熱い湯で残筐を洗う。染液と洗濫液をあわせて 90

0ml の澄んだ染液を得た。

2.3.2 染色： 2. 1. した羊毛および絹布をそれぞれ15X 24cmに切断し、 500ml ビーカー 2

個を用意して、各々 250mlづつ染液を入れ、水浴バス中にビーカーを水面と同一水準まて入れてバ

スを boi l させる。 boi l i ng状態を保ち羊毛布と絹布をそれぞれのビーカーに水て湿らせて拡げて入

れ、ガラス棒で布が浮上がらぬ様にして染める。 30分染めて引上げて絞り、拡げて第 3 表の媒染液

中 5 X 6 cmに切断した築布を媒染液中に入れ常湿で10分間媒染した後、流水中で 5 分間水洗し絞り

拡げて室内に吊して風乾した。

Element 

Al(ill) 

Cu(Ib) 

Sn(iv) 

Pb(iv) 

Bi(v) 

Sb(v) 

Mo(vi) 

Cr(v1) 

]¥i(vii) 

Co(v1i) 

Fe(vii) 

第 1 表金属媒染剤 (Metallic Mordant for Dyeing test) 

Formula of salt 

氏so4eAl2(SO4)1 。 24H心

CuS0;•5H20 

Sncl203H心

Pb(NO山

Bi(NO贔5H心

Sbcl3 

(NH1)GM01024 。 4日20

氏Cr207

Nicl2 

Coch 

Fecl2 

Ionic Color 

blue 

Grams per 
100ml (%) 

1.0 

1.0 

1.0 

1.0 

1.0 

1.0 

1.0 

Orange 0. 5 

green 1. 0 

pink 1.0 

blue 1.0 

2.3.3 ミリシトリンによる羊毛と絹布の染色： した羊毛および絹布はそれぞれ 15 〉<24 セン／

チに切断しさらに 5)〈 6 cmに切斯する。染液はミリジトリンのiり結晶（最終結晶品は貴重てあり染

は用いない） 0.40 gを300m［の蒸留水に温めて溶かし折半して500ml Beaker にい九2.3.2の如く

電熱ウォーターバス中に Beaker を 2 個俣持セットして水で湿した羊ー毛と絹布を12枚つ＼没し30分

閏染めて第 3 表の媒染液中に一枚づ口浸して媒染し水洗後風乾した。

2.3.4 ミリセチンによる羊毛と絹布の染色：飼項の染布の色相を見てミリセチンの媒染は先媒

染をして Al Sn Cr および Fe による 4 枚を行った。先媒染は第 16雑の lレチジによる方
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法4) と全く同じである。 ミリセチンの結晶0.20 gと Na2SO,i 0.1 gを秤り 200m［の温水に溶かしてこれ

を50ml容鼠の小型ビーカー 4 偕中に25叫づ入分配し 4 稲類の媒染絹布を 1 枚宛浸して前項と同じ条

件で染色した。羊毛ら同極 1こして染めた。

2.4 染布の反射率曲線と測色値5)

2.4, 1-A) ヤマモモ樹

皮熱水抽出液による羊毛

染布の反射率曲線と測色

値：第 3 図ば Al と Cu

媒染布の反射率的線であ

る。 A] は上部に Cu 1ま 反 60

100 

80 

下部に位置するのは常の 射

如くてある。測色伯は下 率

段に示しているか、色相 % 

は Al は椿色で Cu ば黄

褐色である。 16C 以来金

属媒染ば欧州て発達した

が東亜植物のヤマモモば

欧州では用しヽられてし、な

かった, Pe(%) 

とも高い値てある。

〇ーーー

400 500 600 700 

波長 nrn 

第 3 同 A] および Cu 鰈染 wool 染布の反射率凹線

第 2 表 Al と Cu 媒染 wool 染布の測色値

y 
z
 
x
 
y
 

入 d Pe (%) 

Al 
Cu 

1
-
0
 

2

0

 

9

9

 

5

5

 

7
(
7
 

0

6

 

9

9

 

4

4

 

8

8

 

5

5

 

6

7

 

2

2

 

4

4

 

.

,

 

0

0

 

4
1
1
 

8

8

 

4

4

 

'

ｷ

 

0

0

 

9

7

 

8

0

 

ｷ

ｷ

 

3

2

 

1

1

 

3

0

 

,

.

 

8

0

 

l

l
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ii) Sn 、 Pb 、 Sb およ 100 

び Biの反射率曲線と測

色値：反射率曲線は一見
80 

して原子星の大きいもの

が下方に位置する lV 朕と

V族の媒染金属イオンの 反 60

特色が認められる。測色 射 / Sn 
Sb 

値を較べるとウールの刺
率-F Bi 

激純度は意外にも高く明
% 40 Pb 

るい黄褐色である。

20 

500 600 700 

波長 nm

第 4 図 Sn, Pb, Sb, および Biの反射率曲線

第 3 表 Sn, Pb, Sb, Bi媒染 wool の測色値

X y z X y 入 d Pe (%) 

Sn  24.77 22.26 3.33 0.492 D.442 582.2 74 56 

Sb  23.46 21.01 5.14 0.473 0.424 583.0 72 81 

Pb  14.34 12.37 2.42 0.492 0.418 585.1 75.21 

Bi 19.48 17.20 5.29 0.464 0.344 599.6 50.36 
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iii)モンブリデン、ク 50 

ロム、ニッケル、コバル

トおよび鉄の反射率曲線
40 

と測色値：周期律表の第

6 族 Mo 、 Cr 第 7 族の

三つ組元素はイオンの色 反 30

の淡いものが濃い色相を 射

示して居り金属媒染剤の
滋十{ 

効果は天然染料の構造の
% 20 

差を越えて法則的なもの

がある。下段にそれらの l。」 ”&c0//、古 」Fe

測色値を示した。

500 600 7OO 

波長 nm

第 5 図 Mo, Cr, Ni, Co, および Fe の反射率曲線

第 4 表 Mo, Cr, Ni, Co, および Fe woo] の測色値

試料[ "~ x ~‘ y z ^ x y 入 d Pe (%) 

Mo 14.67 12.22 2.47 0.500 0.416 586.2 77.96 

Cr 9.32 8.00 2.15 0 479 0.411 585.3 75 。 86

Ni 17.18 15.03 2.60 0.494 0.432 584.0 80.16 

Co 13.40 11.63 2.57 0.486 0.421 584.7 75.86 

Fe 5.21 5.02 2.28 0.416 0.401 580.4 49.57 
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2.4.1-B) ヤマモモ樹皮熱氷抽出液による絹布の反射率曲線と測色値

I) Al と Cu の反射 ] 00 

率曲線と測色値： Silk は

Woo] に比べると色調は

明る＜光沢を増している

がタンニン質の存在て褐

色味は帯びる。測色値を

下段に示した。

80 

0

0

 

6

4

 

反
射
率
％

20 

゜400 500 600 7()() 

波長 nm

第 6 図 Al, Cu 媒染 Sllk の反射率曲線

第 5 表 Al と Cu 媒染 Silk の測色値

試 X y z X y 入 d Pe (%) 

Al 33.49 33.16 7.96 0.450 0.440 579 。 7 70.27 

Cu 21. 70 20.76 4.22 0.467 0.4.45 580.2 75.89 

-9-



II) Sn 、 Pb 、 Sb お 100

よび Bi媒染 S i lk の反射

80 
率曲線と測色値：これら

の染布の反射率曲線は

500nm 付近で Pb を除い

ては交錯して居る。主波

長付近では Sn を最上部

に Sb、 Biの順に並び

Pb は終始最下部に位置

して、 N族と V 族の金属

反 601

身寸

率

% 40 

原子量の順にしたがって 20 

いる。測色値は Sn が最

も明るい黄色で鉛が暗色

゜を帯びる。 400 

I 
Sn 
Sb 

/ / Bi 
cs- Pb 

500 600 700 

波長 nm

第 7 図 Sn, Sb, Biと Pb 媒染 Silk の反射率曲線

第 6 表 Sn, Sb, Biと Pb 媒染 Silk の測色値
• ~ 

試料 X Y z X y 入 d Pe (%) 

S n(iv) 38.96 38 。 42 8.47 0.454 0.448 579.0 7L43 

P b(iv) 30.27 29052 7.50 0.450 0.439 580.5 72.57 

S b(v) 36.76 35.99 11.59 0,436 0.427 578.0 66.07 

Bi (v) 33.56 32.40 11.90 0.431 O.ill6 579.3 58.97 
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ill) Mo、 Cr 、 N i、 100

Co、および Fe 媒染 S i l­

K の反射率曲線と測色

値：第 6 族と第 7 族金属

塩による Silk の染布の

反射率曲線とそれらの測

色値は Woo] のそれと比

べると Silk ぱ色が明る

く美しい染布となってい

る。一般に重金属ば軽金

属よりも反射率曲線は低

位置を占める。測色値も

その傾向を示していろ。

80 

反 60

射

珠—ャ·

40 
% 

20 

゜400 

/ Mo 
Ni 

Cr 
Co 

、心
/~Fe 

500 600 700 

波長 nm

第 8 図 Mo, Cr, Ni, Co, およびFe 媒染 Silk の反射率曲線

第 7 表 Mo Cr Ni Co およびFe 媒染 Silk の測色値

試料· X y z X y 入 d Pe (%) 

Mo(vi) 27.45 25.12 5.75 0.471 0.431 582.5 73.45 

Cr (vi) 24.71 23.62 7,34 0.443 0.423 579.2 65.49 

Ni(vii) 31.68 30.82 7 。 19 0.455 0.442 579.4 72.34 

Co (vii) 25.03 23.97 7.40 0.444 0.425 580.4 69.86 

Fe(vii) 12.71 12.88 6.01 0.402 0.408 579.5 60.17 
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2.5 ミリシトリンの反射率曲線と測色値

2.5.1 ミリシトリンの再結晶を用いての染布試験： 2.3.3で得た羊毛布の測定

100• /.¥-1) Al と Cu の反

射率曲線と測色値：第 7

図の A] は反射率曲線は
80 

反 60

射

率

% 40 
`°゜＼ーン

20 

/ 

炉°\

/ 
゜400 500 600 

波長 nm

商位置を占め、 Cu は終

始低い位置を保って居り

nm が長波長に移るにつ，

れてその差は拡大してい

る。このことは黄色波長

部から格段の差が表われ

て下段の測色値において

如実に示されてくる。刺

激純度の差であり入 d は

わずかの差であっても、

黄色部の反射率によって
700 

A] は美しい鮮黄色 Cu

第 9 固 Al, Cu 媒染ミリシトリソ wool 染布の反射曲線

発見者の Perk in 教授は Al 染布を Golden Colour と記している。絹の染色を試みられなかったの

は黄褐色の染布である。

が惜しまれる。絹のそれこそ Full Golden Colour であった。

第 8 表 Al, Cu 媒染ミリントリ ‘/wool 染布の測色値

x̂- y
 
z
 

X y
 

入 d Pe (%) 
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100 

80 

0

0

0

0

 

6

4

2

 

反
射
率
％

400 500 600 
波長 nm

第10図 Sn, Sb, Zn, Bi, Pb, 媒染ミリシトリ ‘/wool 染布の反射曲線

/-¥-2) Sn 、 Sb 、 Zn 、

および Sb 媒染 Wool 染

布の反射率曲線と測色

値： I\1 肢と＼I 族の来布 1ま

波長460~520nm て交錯

し Sb か特有の曲綜で上

位にあるのか測色値を検

べると Sn Iよオレ‘ンジ

Sb 

てある。 Pb の黄褐色は

予測通りてあったヤマモ

モ原液のそれとは比較に

た

でや入特異

として

700 Pb ですら刺激純度は商

いものとなっている。

第 9 表 Sn, Sb, Zn, Bi, Pb, 媒染ミリシトリ ‘./wool 染布測色値
ょ：—· •-.. ~ 

試料 X y z X y 入 d Pe (%) 

Sn 39.33 33.84 3.45 0.513 0"442 585.2 84.75 

Sb 93.14 40.21 5064 0,485 0.452 580.5 84.04 

Zn 24,35 23.95 ，口 59 0.421 。口 414 578.5 55.26 

B i 52.38 55 み 39 36.58 0 363 00384 578.8 42.48 

Pb 20.97 18.90 4.83 0 、 483 0.396 584.1 56.41 
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100 
A-3) Mo、 Cr 、 N i、

Co、および Fe 媒染 W-

801 ool の反射率曲線と測色

値： W族と VIl族の金属イ

オンの色の決いものが深
反 60

い色相を与えていること
射 / Ni は変りない。タンニンの
呟-r Mo 

40 混在した原液でのそれと
% ~\、 Cr

Co 対比すると色調が Mi ld

で賠い濁りが無い。
一代0 ／ノ’/

20 

500 600 700 

波長 nm

第11 図 Mo, Cr, Ni, Coおよび Fe 媒染ミリシトリ｀／染布の反射率曲線

第10表 Mo, Cr, Ni, Coおよび Fe 媒染ミリシトリ‘:/ woo] 染布の測色値

試料 X y z X y 入 d Pe (%) 

Mo(vi) 18.10 15.22 2.99 ゜ .498 0.419 585. 0 79.53 
C r (vi) 15.24 14.14 5.10 0 442 0.410 581.4 60.53 

Ni (vii) 22.99 22.06 10.80 0.412 0.395 581. 3 45.76 

C o(vii) 20.94 20.04 10.04 0.410 0.393 581.1 46.96 

Fe (vii) 4.71 4.91 3.28 0.365 0.381 575.3 30.97 
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2.5.2 ミリシトリンを用いて S i lk 染布の反射率と測色値

100 

80 

反 60

射

率

% 
40 

20 

゜400 500 600 
波長 nm

第12図 A] と Cu 媒染ミリジトリン Silk 染布の反射率曲線

Al 

B-1) Al と Cu 媒染

S i lk 染布の反射率曲線

と測色値：ミリシトリン

の絹染布は無煤染ですで

に光沢ある芙しい黄色に

染まっている。 Al と

Cu 媒染布では Al の反

Cu 射率は黄色帯の波長付近

700 

で急上昇し王波長は

575. 6nm で美事な黄金

色である。

第 11 表 Al と Cu 媒染ミリシトリン Silk 染布の測色値

媒染剤 X y z X y 入 d Pe (%) 

Al 53 51 56, 14 18.42 O 。 418 0.438 575.6 66.39 

Cu 26.53 26.38 9.77 0.424 0.421 578.3 66.12 
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100 

80 

反 60

射

率

% 40-

20 

゜400 500 600 
波長 nm

700 

B -2) Sn 、 Sb 、 B i、

Zn 、 Biおよび Pb 媒染ミ

リシトリン Si lk 染布の

反射率と測色値：これら

の媒染剤は主波長570~

590の黄色舟を占めさせ

Sn と Sb は輝黄金色を

与える。前項の Al と共

にフラボノーJレ色素配糖

体の中で注目さ訊るもの

である。 Pb は橙味を与

えるが光沢があって濁ら

ない。下段にそれらの測

色値を置いた。

第13回 Sn, Sb, Zn, Bi,および Pb ミリ、ントリ‘-_.,, Silk 染布の反射率

第12表 Sn, Sb, Zn, Bi,および Pb ミリ、ントリン Silk 染布の測色値
、~

媒染剤 X Y z X y 入 d Pe (%) 

Sn  51.18 48.60 10.61 D.464 0.440 580.4 67.48 

Sb  54,66 54.62 13.74 0.444 0.444 579.4 67026 

Zn 42.72 43.55 25.57 0.382 0.389 578.0 43.12 

B i 61.88 65.30 46.51 0.356 0.376 574.4 29.20 

Pb  39.26 38.19 17.81 0.412 0.401 579.8 54.47 
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100 

80 

反 60

射

率

Ni
MOCOCr 

% 40 

20 

゜ 4切 如 600 700 
波長 nm

第14図 Mo, Cr, Ni, Co, および Fe 媒染ミ l) 、ントリン Silk
染布の反射率曲線

B-3) Mo 、 Cr 、 N1 、

Co および Fe 媒染のミ

リシトリン S i lk 染布と

反射率と測色値： M族と

w放金属媒染布ば夕‘／ニ

ンの混在する草木染々右

ぱ茶褐色及至黒褐色を呈

する。色素配糖体のそれ

らはその影響は小さく、

Silk にあっては光沢を皇

し Mo は特に美しい金茶

色、 Ni、 Co 、 Cr.=染布と

も反射率は高くやわらか

い深味のある丁子色系の

ものとなっている。鉄の

色調！ま色名大鑑にすら当

てはまるものは無かった。

第13表 Mo, Cr, Ni, Co, および Fe 媒染ミリシトリン Silk 染布の測色値

媒染剤 X y z X y 入 d Pe (%) 

M o(vi) 35 口 59 33.50 9.60 0.452 0.427 581. 0 66 口 09

C r (vi) 34.01 33.82 18.32 0.395 0.393 579.0 43.86 

N i（面 41. 70 41.93 29008 。口 370 0.372 579.1 35.79 

C ()(VD) 38.21 38.45 27.11 0.368 0.371 578.3 29.82 

Fe (,ii) 32.49 31.58 5.47 0.467 0.454 580.2 49.58 
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2.5.3 ミリセチンを用いた Wool と S i lk 染布の金属塩媒染布の反射率曲線と測色値

媒染金属塩は代表的な Al 、 Sn、 Cr および Fe を用いた。 2 、 3 、 4 参照。

100 

80 

反 60

射

率

% 40 

20 

゜400 500 600 

波長 nm

第15図 Al, Sn, Cr と Fe 媒染ミリセチ｀1/ wool 染布反射率曲線

700 

A) Wool 染布の反射

率曲線と測色値：澗定の

結果をまとめて第15図の

反射率曲線に示し、第14

表に測色値を下段に置い

た。 Al と Cr 媒染布は

480nm 、 540nm 、 600

nm 付近で 3 度で交錯し

てしる。 Sn は主波長591

nm でその色は濃い Ora­

nge Color である。 Al も

濃黄色、 Cr は茶色を含

んだ黄色で Fe は茶色を

呈す。

第 14表 Al, Sn, Cr, および Fe 媒染 woo] 染布の測色値

媒染料 X y z X y 入 d Pe (%) 

Al 19.77 18.14 2.55 0.426 0.391 583.0 78.95 

Sn 13.24 9.81 1.66 0.536 0.397 591.3 82.26 

Cr 20.96 20.22 8.23 0.424 0.409 580.5 55.75 

Fe 9.53 9.67 4.62 0.400 0.406 577.2 49.56 
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100 

80-: 

B) Silk の反射

率曲線と測色値：

にこれらの Mordan t O) 

媒染効果を掲汗た。 Cr 
Cr 

Sn 
反 60. - -'  

t | /r/  Al 
率
40 

%, ｀・プ グ —Fe 

享／一
I 

400 5{)0 言 □。

白
牙

ば P ink の水溶液でミリ

セチンは意外にも反射率

の Curve は終始最土剖

その染布は光沢か有って
. 

原液染の如きくすんだも

の

えた

‘。 Al と Sn 媒

染布はたがいに 520nm

と 570nm 付近で 2 度交

わっているがそ
波 長 nm 

第 16図 Al, Sn, Cr と Fe 媒染ミリセチン S ilk 染布反射率曲線
はきわめて匠く色相ぱ

Al I ま濃黄色、 Sn は皇色

で艶があって美しい。 Fe 1ま深い黄緑てある。タンニンの皆無の値物已素 1ま Pe ％も高く、鉄媒染で

ずら絹に芙しい色調をもたらず。下段1こその測色値を置いた。

第 15表 Al Sn Cr と Fe 媒染 Si lk 染布の測色値

言ニニ[― -x---:--- z | x y □□-d一ーニロ］］——--
I 

Al 

Sn  

C r 

Fe 
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579.0 

57800 

78,57 

72.81 

42.11 

35.96 

3. 研究結果と考察

l 。 ヤマモモ樹皮豆］熟水袖川液による免色とヤマ壬七。ニキスから単離した色素配呵｛ふミリ／＇｝~

リン＇および色素ミリセチンの望色を行って可者の築色かヤマモモ樹皮に合有される夕＿／ニー／＇［質の育

焦によって大差の克ることを実証した。

?

]

 色素配梢には冬くのi直物に合有されて口り、覧報0) ニソジュ中の）レチソぱ簡単［•こニンジュの

花や営から 出した改を氷室て冷加ずると として得られる］を しだ。つし、て
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ペリジャンベリ中の成分色素 3 種を分離し、それらの色素混合物による染色は深味のある鮮黄色を

示す。この色素の染布を下染めとしてコチニールと錫媒染で交染すると鮮やかな深紅色が得られる

ことも報じた。従来の草木染では出し難い色相である。 2000年前のニジプト人は美しい色を得る為
キコウ

にタンニン質を除いて鮮やかな染布を染めたと二、ンプト学の大家 Wilkinson 輝ば大英博物館の発

掘の成果を土台にして名著 Anc ien t Egiptians Vol II Dye ingの章に記している。 Neo Alchemistを

任じて草木染をやっていて渋い色などとばかり言っておれない。

3. 経済的には合成染料の様に安佃に多号の生産は望めないが付加価値の高い工芸作品に用いら

れるのである。この様に信じて、染用植物の栽培索でサフランを植えて貰ったり、季節の花や実を

摘んで試料にしたり、指月林の竜安寺山を背景にした庭の四季の眺めを賞でて年の名残りを惜しみ

ながらの仕事である。フラボソー）レ配糖体の単離と染色の魅力にとりこになっての報文である。既

往の単離したサンプルのレーキを造って捺染を試みている。

終りに、染布の反射率曲線と測色値のデータ 1ま大阪住友分析セソターカラー亨業部の鈴鹿正和部

長のご配慮により測定出来ました。厚く感謝申し上げます。測定は研究貝田中康子女史の労による

ものです。あわせて御礼申し上げます。 (Nov. 13. 1992) 
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天然染色の化学的研究
第19恨 藍のロイコ硫酸ニステル。アルカリ位屈塩しこついて

距 升 清

1 p ［まじめに

1921年 Bader 、 Sunder 両氏は Ind igo のスルフォン酸ニステルを迩り、 Na2CO, を用いて Na 塩

した！）。この物質ぱ低温で羊毛に美しい青く澄んた色調をげえた。その後のこ Peter 

hauer の改良も試みら紅たか濃厚な色調が得られないのて染料として忘れられた。筆者は K2CO:iを

使いK塩を、 I心CO3 を用いて Li塩を合成し、羊毛と と劫剤に適切tょ物質を選ぶ

と濃色も得られることを知った。工業化には Cost高であっても工芸作品には充分用いられる。そ

の基本データーをこ入に発表する。

2. 実験

2.1 インジゴ（合成品）のスルフォン化：インジゴ13.lg (1/20 Mo!) を容量500mlの硬質ガ

ラスコJレベンに採り、濃硫酸（比重＝1. 85) を1/10 モル。インジゴ：濃硫酸（ 1 : 2) モル比とな

る様にしてガラス棒を伝わせて濃硫酸を徐々に加える。この時に発熱するがよく髭和させて反応を

終える。コルベンを電熱マントル中に移し80℃に保って、内容をさらに混印する。 30分間暖め内容

の小呈をガラス棒の先端に採って小ビーカに20m［の水道水を入れた中へ濃藍色の因休を入れてかき

まぜると澄ん臣青色の液になって溶解すればスルフォン化は完了てある。

□]H〉e=C</)0
インジゴ ] 

2H2S04 
坤注

令

。も
0‘ 

/ 

O(c)c=c(:)0 
\ 

OSOJH 

↓し

O':, 
心討

/ 

0( NCI-->c=c()0
\ 

OS03K 

NH 

コ
ル

ジ
テ

ン
ス/k 

スルフォン酸

第 1 回 イドジコ、ス；レフォン酸ニステル・カリウム塩合成経路
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2.2 カリウム塩の生成： 2.1のスルフォン＇＇［ヒ物に K2C03 の 1/10 モルを小量づつスプーンです

くってコルベンの固体にふりかけガラス棒でかきまぜる。 CO2 ガスが発生し発熱する。全部加え

終って内容物が冷えてきたらコルペンを再びマントルヒータの中へ移し30分80℃に保ちガラス棒で

よく内容物を混和する。このものは吸湿性が著しい。室温まで冷やしてフタをして保存する。水に

よく溶け透明な青色液となる。 Ph を検査して水溶液は弱アルカリ性 Ph =8.5付近が望ましい。

2.3 インド藍ロイコスルフォン酸カリウム塩の調製： （水分＝3.35%、灰分＝61.16%、メタ

ノール クロロホルム可落分＝34.74%) インド藍を鳴填製乳鉢に入れて細粉とする。その20.0

gを容量500ml のマイニJしコルベンに取り農硫酸30mlを22の項と同じ容景て加える。硫醇の量が合

成品よりも多くするのは含有灰分に石灰分の多いことを考慮している。加え終ってマントルヒー

ター中に安置して80℃に30分内容物をかきまぜる。充分混和して放冷し内容物の小風を採って水中

に移し液が藍青色を呈するのを確める。つぎ｝こ K2C01 の粉末30 gを少しづつ内容物にふりかけガ

ラス棒で混和する。 CO2 gas を放出し発熟する。全部加え終り発熱が止めばマントルヒークーヘコ

）レベンを移しガラス捧で充分に混合する。 30分后放冷し、反応物の小量を採って水中に入れよくか

きまぜて青色の液となるのを確める。コルベンに栓をして冷暗所にストックする。

2.4 インド藍ロイコスルフォン酸ナトリウム塩の調製：インド｀藍を2 。 3の如く細粉として 500ml

容量のコルベンに入れて濃硫酸も前回と同量を注怠深くガラス棒に沿わせて流下さす。インド藍が

固まりとならぬ様にする。小景を採って水に溶け青色液となるのを確めて後、 Na2C03 の粉末を2.3

の項と同じく加える。 24 gを加え終り発熟かにんだらコルベンをマント）レヒーター中に安置し80℃

に保って30分間ガラス棒を用いて内容物を充分混和する。吸湿庄である。栓をして冷暗所に保存す

る。

2.5 インド藍ロイコス）レフォン酸りチウムの調製：インド藍の粉末20.0 gをコルベンに移し、

濃硫酸30m人を注意深く加えてよく涅和して発熱が止んてからコルベンをマソトルヒーター中に安

置する。 30分間80℃に熱しよく内容物をかきまぜる。内容物の小量を採ってスルフォン下が完了し

たことを水中に入れて溶かしてtestする。次に L厄CO:iの細扮22 gをコルベン肉容物に小塁づつ加

えて、よく混和さす。発熱が収まった後、もう一度コルベンをマントルヒーター中に戻し80℃に暖

める。 30分後に取出して栓をして冷暗所に置く。

2.6 インド藍の色素成分の抽出と分離

2.6.1 インド藍の粉太5.0 gを採りソックスレー抽出器にセットして80m［のメタノールを用いて

5 時間連続抽出を行なう。拍出溶液の 1 滴を毛細管に取り薄層シリカゲル20X 5 cmの原点にスポ、ノ

トして容器に入れ20℃でアセトンーベソゼン 1 : 4 の混液を用いて上昇法でクロマトグラフィーを

行って第 2 図 0) クロマトグラムを得た。第 1 表はその呈色と R f値を示した。合成イン＇ジコiま青色

のスポットか最上段に 1 個、インドアイはインジゴのス玉、ノトの他に赤色のイゾジュルヒン、黄色

-22-



---•--•--噸い——•---

-------急-- ♦-------

--------Q----~------—., 

第 1 表 クロマトグラムの星色と Rf値

原喜色 I Rf 
スット テーリング部

インジゴ 青色 I 0.92 

インドアイ II 赤色黄色筏褐色 I 0092 0.62 D.48 

インドアイ " " " ” I 0.92 0.62 0.48 
インジゴ // 0.92 

-

I

 

—— —— —— —— \4

—( 

i_ 

ー
＿
-

I

 

ノ
—
目
r
d

—— 
~

l

 

イ
ン
ジ
ゴ

イ
ン
ジ
ゴ

ア
イ

イ
ン
ド

ア
イ

イ
ン
ド

第 2 図 Imdigo付・インド藍の
クロマトグラム

の淡いス示ソトと決褐色のテーリソグ部が巌下に存在する。

2,6.2 カラムクロマトによるインド藍成分色素の分離：インド藍メタノール抽出固体0.5 gを径

2.0cm長さ 50cmのクロマト円筒に2.0X 25cmに充填したシリカケルの上部に小量の温メタノールに溶

かして吸着させ、自勤分割器を作動してベンゼ｀ノ 4 : 1 アセトソ溶液を流下させ 5 mlづつ試験管に

集めた。計色液部ついで紫色液謡、赤色液部、黄色液剖と順に集め、最後に斎屯メタノールにてテー

リング部を流下させた。紫色液部はこれを濃縮し、ジラップをさらに径1.0cm長さ 45cm のクロマト

用円筒に長さ 20cmに充填した上部に吸着させてベンゼン 4 : 1 メクノー）レ混液 2 mlづヽ、流下させ育

色のイソンコと赤色のインジュJレビツに分羅した。メタノー）レ可溶の色素はイング，コ94% 、 (ン

ジュルビン5.0%、黄色素0.5%、褐色部はゴム状物質であった。

2.6.3 赤色素インジュルヒンの定性試験：インゾュ）レビンぱ叉然藍中に合有さねる赤色累て 2

-3'-Bisindole ind igo 構造を持ち 3 -2' は：：：：： C=O結合がある。ス）レフォン化が可能なので定

性試験を試みた。イ／ ；ュ）レヒン 10邸を IJヽ試験管に入れミクロヒベットて0.1ml の濃仇酸を叫えさ

らに氏co3 の 10mgを加えて反応させ陪赤色のジラップを得た。 10ml の水に溶かし精製したウー）レ
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のア）レミ媒染布の小片0.8cmX 1 cmを投入し80℃に加温し 15分間保も布ぱ痰紅色に染まった。水洗

し風乾した。

。 oso3\<..

0( :H>C=c::NH 0( N;H> =C~NH

0 ィンジュルビン， 0S03K 

インジュ）レビン スルフォン酸エステルカリ塩

第 3 図 インジュビ｀ンとインジュJレビン・スJレフォ‘ノ酸カリ塩構造式

2.7 染色実験

2. 7.1 ウールと絹布の精練：平織りウールと絹布それぞれ24X 15cmの裂れを用慈し、ウールの

重量は7.6 g絹のそれば6.2 gである。ウールは 1 l 容昌のステンレス円筒容器に水道水500mlを満

たしそれに濃アムモニア水 1 : 4 蒸留水液10mlを加えた液をよくかきまぜ90℃に加熱し液中にウー

ルを入れ、静かにときどきかきまぜて 15分保ち取出して水洗して絞る。さらに円筒内のアムモニア

を含む汚れた液を更新して 15分90℃に加熱して取出した純白のウールを絞り拡げて流水中で10分閻

水洗した後、絞って拡げ屋外の日光の下で風乾する。絹布は同容扇のステンレス円筒に同塁のアム

モニア液中に入れ、かきまぜながら30分間ゆるやかに詰練する。水洗をウー）レと同様にして屋外で

日光下で風乾してストックする。

2.7.2 精練ウー）しおよひ絹布の A「および Sn・・先媒染： A) 精練ウール布から 12X 10cmを切り

取り重量＝2.53 gその 3 ％明ばんじ 08 gと酸性酒石酸カリウムの 5 ％に当る 0.13 gを秤量して 300

mlのビーカーに移し、水道水100mlを加えて溶かし三足台の上のアスペット付金網上で加熱して液

を boi l させ精練ウール布を入れてかきまぜて30分間保ちアルミ媒染を行なう。 30分後に加熱を止め

布はよく水洗し絞って乾燥さす。絹布も同じく 12X 10cmを切り取り、その重量＝2.07 gの 3 ％の明

ばんと 5 ％の酸i生酒石酸カリウムを秤量してウールと同様に処理して Al疇●●先虹染右を用意した。

B) 精練ウー］レ布の残り 12X 10cmを切り取り、精絞絹布も同寸法を切り取る。それぞれの布重量

の 4 ％の SnCl2 と Oxal ic Ac id の 2 ％を秤って 2 個の300ml容量にそれぞれを入れ、水道水100mlを

以て溶かす。 A)の操作と同様にして Sn..先媒染のウール右と絹布を調躾する。

2.7.3-A) 藍ロイコ・スルフォン酸カリによるウールと絹の染色： 2.2で造った試料の 0.20 gを

秤り、 100mlのビーカーに移し水道水50mlを加えて溶かす。そのビーカーを Water-bath の水面と染

液の水面を同一にビーカーを固定しバスを boi l ずる。染液のビーカーを 2 個用いて、それそれに 6

x 5 cmに切断した Al.. 少ール布および絹布を水て湿らせて入れ、かきませ立から 30分間染色
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する。ウー）日ま染液をよく吸着して染液の藍色が薄くばる。 30分後、布を引上げて絞りよく水洗し

て風乾しストックする。ウールは美しい藍青色に濃く染まり、絹はコバルトブルーである。

2.7.3-B) 2.2の試料0.20 gを採り A) と同様の染液を以て、 6 x 5 cmに切断した S正先媒染した

ゥールおよび蓋目をそれそれのヒーカー中に入れて boi l 状態で30分間染める。 Al・・・煤染布に比べる

と S正媒染布は両者とも濃く染まっている。

2. 7.4-A) イント藍ロイコ。スルフォン酸カリによるウー）しと絹の A|• 9先媒染布の染色： 2.3 の

試料の0.2 gを採り 50mlの温水に溶かし 100ml容器を boi l i ng電熱バスの水準と同ーに保ち、 Al・・・媒

染ウールと絹布を2.7.3の項に準して染色を行い洗概して風乾する。染布は天然品と合成品の誘導

体の差異が肉眼でも鮮明度は天然品は劣るがインジュルビンや黄色素の介在するので深味のある色

感を感じる。ウールの濃度は深く、絹はパステル調のコバルトプ）レーを示す。同様の贄色を Sn・・媒

染布で行うとウールはより濃く、絹布は Sn イオンと観和力か強いでのコバルトブJレーの濃度も増

している。

2.7.5 インド藍誘導体 Na 塩の染色： 2.4の試料0.2 gを採り、 100ml容量のビーカー 2 個に0.2 g

づ入入れ、 50mlの水道水を加え溶解し、電熱ウォーターバス浴中の沸とう水と同一水準に保ち30分

間先媒染布のウールおよび絹を30分間染める。カリウム塩の染布と比較するとウールも絹もや入濃

度は淡い。

2.7.6 インい藍ロイコ・スルフォン酸リチウム塩の染色： Sn・・媒染布を用いて同一の条件で染

色を行なった。リチウム塩の試料はカリウム塩やナトリウム塩の吸湿性に較べると吸湿性は小さく

温水には溶けて染色には変わりは無い。条件もすべて同様に行った。染色布は Sn・・媒染を用いても

カリウムの Al・・・媒染布の色相より淡い。そのコバJレトブルーの色調は南欧の空の色である。
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2.8 染布の反射率曲線と測色値2)

2.8.1-A) インジコ，，ふ 50 

ロイコ・スルフォン酸二

ステルカリウム塩による
40 

羊毛布の反射率曲線を第

4 図に示しその測色値を

第 2 表に示した。反射率 反 30

曲線は羊毛布は良く染料 射

を吸着することを示し測
率

色値もそれを立証してい
% 20 

る。

l 。」 Al 麹染

゜400 500 600 700 
波長 nm

第 4 図 Al 先媒染インジゴスルフォン酸エステル・カリウム塩
の反射率曲線

第 2 表 Al 先媒染インジゴスルフォン酸ニステル・カリ塩 woo] 染布の測色値

Mordant X y z I X y 入 d Pe (%) 

Al 3.59 4.49 9.80 I 0.201 o.251 483.2 36.75 
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2.8.1-B) インジゴ。 50 

ロイコ・スルフォン酸二

ステルカリウム塩の
40 

Al・・・先媒染絹布の反射

率曲線を第 5 図に示した。

絹染布は美しいコバルト 反 30

プルーに築まるが羊毛に 吋

較べると反射率曲線は高
率

い位置を占めて明る＜淡
% 20 

い色相を呈しているのが

特色である。 10 

゜400 500 
波長 nm

600 700 

第 5 図 Al 先媒染インジゴ硫酸ニステカリ塩付Silk 染布の反射率曲線

第 3 表 Al 先媒染インジゴ硫酸エステカリ塩付Silk 染布の測色値

Mordant X y z
 

X y
 

Al  9.49 11.39 19.81 I o.233 o.2so 

入 d

485.0 

Pe (%) 

32.46 
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2.8.2-A) インド藍口 10 

イコ。スJレフォ／酸ニス

テルカリウム塩 A「先
8 -9 

媒染羊毛の反射率曲線と

測色値：この染布は紫味

を帯びた青色に塁＜染ま

り、染液中に存在ずるイ

ンジュルビンに由来する

インジュJレビンのス 1レ

フォン酸ニステルカリウ

6
1

今

反
射
率
％

裳
存
で

ゑ
っ
名
＼

ヵ

Wool 染布

ム塩の影響を受げている 2 

と考えられる。図の反射

曲線の富士山塑の平坦

蔀（波長紫蔀）はその表 ゜400 500 
波長 nm

600 700 

われである）
第 6 図 Al 先媒染インド藍スルフォン酸ニステカリ塩 wool 染布

の反射率曲線

第 4 表 Al 先媒染インド藍スルフォン酸エステカリ塩 wool 染布の反射率曲線

Mordant X y z
 

X y
 

A 1 4.61 4.85 8.65 I o 口 255 0 。 268

入 d

477 、 2

Pe (%) 

2 5. 7 8 
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2.8.2-B) インド藍ロ 50 

イコ n スルフォン酸ニス

テルカリウム塩 Al…先

媒染絹染布の反射率曲線
40 

と測色値：絹布の場合は

羊毛の如く紫味は認めら 反 30

れず美しいコバルト調の 身寸

青色に染まって居りイン 滋,.. 

ジュJレビンの影聟は認め % 20 

られなかった。

プ三
象

゜400 500 
波長 nm

600 700 

第 7 図 A] 先媒染インド藍スルフォン酸ニステカリ塩 Silk 染布

の反射率曲線

第 5 表 Al 先媒染インド監スルフォン酸ニステカリ塩 Silk 染布の反射率曲線

Mordant X y z
 

X 

A 1 I 5. 85 7. 50 12. 96 I o. 222 
y
 

Pe (%) 
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2.8.3-A) インド藍ロ 10 

イコ・スルフォン酸エス

テル・ナトリウム塩

s正先媒染羊毛の反射

率曲線と測色値：インド

藍羊毛布 S正媒染の応 反 6

のもインド藍中のイン 射

ジュルビンに起因する山

型の平坦郡が図の左端42

0~440nm に表われてい

る。カリウム塩に較べて

Na 塩はその影詈が小さ

くなっている。

8
 

率

% 4 

2
 

霜
｀

糸
＼

必
マ
、

゜400 500 
波長 nm

600 700 

第 8 図 インド藍スルフォン酸ニステル・ナトリウム塩 Sn・・先媒染
wool 染布の反射率曲線

第 6 表 S正先媒染インド藍スルフォン酸ニステル。ナトリウム塩 wool の測色値

Mordant X y z I X y 

Sn 2.90 3.31 6.42 I 0.230 0.262 

入 d Pe (%) 

482.9 36.75 
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2. 8. 3-B) イソド藍ロ 50 

イコいスルフォン酸ニス

テル。ナトリウム塩 S-

40 
n·先媒染絹布の反射率

曲線と測色値：笑しいコ

バルトブルーで艶かある。 反 30

カリウム塩のそれと較べ 射

ると色調ぱやと決＜緑を 率

帯びる。
% 20 

10 

゜400 500 600 700 
波長 nm

第 9 図 Sn・先媒染インド藍ス］レフォン酸ナトリウム』信 si lk 染布

の反射率曲線

第 7 表 S王先媒染インド藍．スJレフォン酸ナトリウム塩 S ilk の測色値
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2.8.4-A) インド‘藍ロ 10 

イコ・スルフォン酸ニス

テル・リチウム塩羊毛布

の反射率曲線と測色値：
8 

s臼先媒染羊毛布しま図の

如く左方の山型は小さく 反 6

染布は著しく緑色が増し 射

てくる。インジュルビン 率

の影警は肉眼では認めら
% 4 

れない。 Pe ％値は K塩 ｀塩Na 塩のそれに比べて最
2 

も低いのである。

゜400 500 600 
波長 nm

700 

第10図 Sn 媒染インド荒ス）レフォン酸エステル、 Li塩 wool
染布の反射率曲線

第 8 表 Sn 媒染インド藍スルフォン酸ニステル、 Li塩 woo] の測色値

Mordant X y z
 

X y
 

入 d Pe (%) 

Sn 2.83 3.23 6.28 I 0.229 0.262 487.3 31.86 
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2.8.4-B) イント尻口

ヽ）手ジ希

イコ。スルフォン酸ニス

テル。リチウム塩 Sn··

先媒染絹布の反射率曲線

と測色値：この染布は輝

きあるコバルトブルーを

るものてある。反射

率曲線ばなだらかである。

低温度て塾まる特色を生

かして、フラボノールの

黄色素配糖体と交染ずる

と若葉と青葉の染布が得

られる 4)。

゜400 500 
波長 nm

600 700 

第11 図 Sn 媒染インド藍スJレフォン酸ニステル、 Li塩 S i lk

染布の反射率曲緑

第 9 表 Sn 媒染インド藍スルフォン酸ニステル、 Li塩 Silk 染布の測色値

Mordant 
x
 

y 
z
 
x
 
y
 

Sn  12.64 16.03 26.20 I 0.230 0.292 

入 d

487.2 

Pe (%) 

32.14 

3. 実験結果

3.1 合成藍のロイコ・ス）レフォン酸ニステル・カリウム り、インド陪点の諸稲アルカリ

カリウム塩、ナトリウム塩およびリチウム塩の芋毛染布と絹染布を得てその 曲

絞図、測色値を比較した。インゞ藍に含有されるインノゾュ｝レビンもロイコ。ス）レフォン酸ニステJレ

。アルカリ坦を与え羊毛の染布に紫抹を与えることを誇明した。捐染布はインジュJレビン

小さく、美しいコバ｝レトプルーの色調となる。特にリチウム塩1ま鮮かて低温て染まり既報のフラホ

ノール配糖体、ルチン＇やミリ、／トリンと交染によって王事tょ芯菜、青菜0)染色かで含る。これらば

捺染工芸に応用できる。
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3.2 藍のロイコ・スルフォン酸ニステル・アルカリ塩は下記の一般式で表示される。

令
卒
/0 

(J(eN)e― Cこn
\ 
OSOふ4

第 12図 インジコス）レフナン酸エステル

アルカリ企属塩の一般式

M=l 仙のAlkali metals 

3.3 藍色素のロイコ。スルフォン酸ユステル。アルカリ塩の染色において、条件を等しくして

羊毛および絹布の染色を行った。その結果カリウム崖が最も濃色を与え、ナトリウム塩がこれに次

ぎ、 リチウム塩が淡色であった。化学反応は原子の最核外電子か反応にあずかるが、此等の場合は

原子量の差であると考察される。 K=39、 Na =23、 Li= 7 である。

終りに当たり、本研究の反射率曲線と測色値の測定は住友化学分析センター・カラー事業部鈴鹿

正和部長の御好意によるもので有り厚く感謝致しまず。測定の労をおかけ致しました研究員の田中

康子女史に御礼申し上げます。 (Nov. 25. 1992) 

文献

1) A. J. Johonson. in H. A. Lubs (edited) : The Chumistry of Synthetic Dyes and Pigments. 

New-york 1955. P551-P576. 

2) 村田幸男； “工業測色学”繊維社(1968) P 130 

3) 鈴鹿正和； 「染色工業J No. 5 223 (1986) 1 -14P 

4) 新井清；「探光」第 3 号(1991) P 16-18 
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色彩と動物の生活

加藤 勝

太陽系の一惑星である地球の表面には、地球生成以来の35億年のあいだに、 300万種とも 3000万

種とも推定される種類の生きもの達が生存していると予想されている。このように、どこをみても

それぞれ異った生きもの逹が目につく生物の世界を、ある秩序をもったンステムとして、満足でき

るように整理できないものだろうかという人達が現われてから、 250年にわたって、いわゆる分類

学者のたゆみない努力によって、今日のように系統的に分類、整理されシステム化されてきたので
ある。

一方、ヒトをとりまく世界では、色彩の変化が時間的に空間的に目まぐるしく、くりかえし展開

され、その美しさがいつの時代にもヒトの暮らしを楽しませている。色彩の発現・消滅のくりかえ

されるラソダムにも似た世界にも、何か或る秩序をもったシステムとして整理されるものがあるの

だろうか。ヒトの世界の色彩が常に多様化していく過程を一般の動物の世界を合めて考えてみたい。

動物の体色の生態的地位

動物たちは、進化という表現のもとで、種の維持とその発展が期待され、常に囮親と異った遺伝

了組成をもつ発現を期待して、ニツの性による有性生殖を行うことを最大の特飯としている。この

特徴を充分に保証する手段として、高い生態的地位を占めるため、ニツの性、メスとオスの体色に

鮮やかな相違をもたせている。したがって、すべての動物の体色に統一的な秩序あるシステム化を

闊待しても、この雌雄性よりもさらに上位にある生命現象と色彩との閃連性か発見され、その存在

が認められないかきり不可能である。動物の体色の多様性 1ま、その性の問題に大きく支配されてい

るようである。

雌雄性を含めて注目したいことは、動物のいくつかの種類、例えば熱帯黒、小烏、あるいは昆虫

のなか 1こ、すばらしく色彩の塁かな体色をもつグループの存在することでる。この多彩なグループ

む発現の急味ずる生物学的内宕についてiま、まだ具体的 1こは叩らかにさ九てい］［い。

袢色発星の保守庄

カイコのマユの色には、白色の他に黄色、黄緑色、緑色などが見られる。これらの色の発現はず

べて遺仏子の｛勁きによって決めちれる。食べたクワの業のな応！こ含まれていろ天然の色素類か、腸

控左通過して体液のなかに入り、体液中の色泰ぶさらiこ了骨糸腺りー）なかに透過し、セリンンたんばく
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と結合して、絹として吐糸されるものて、これらの透過を支配しているのが退伝了ーなのである。と

ころがクワ葉の立かに存在しtょい、人二的 C 合成色素を食べさせると、クワ葉の色素を透過させ辻

い白いマユをつくるカイコでシ合成色素は体液中に、そして絹糸腺のなかに無条件で透過して、

合成色素に恙色したマニをつくる。つまり遺伝子はクワ葉の色素の構造にしか慟きかけないわけで、

なじみの立い構茫をもった色素ば自由にふるまえるわけで、這伝子の慟ぎはきわめて保守的なのて

ある。このよう応例は、アゲハチョウ 0)幼虫の餌に赤インクを塗って食べさせると、赤抹かかった

サナギに左り、羽の貰色の部分が橙色に変化したチョウの羽化してくるのをみることかできる。ま

た、カイコに青インクを塗ったクワ葉を食べさせると、青みを帯びた卵を匹むものがみられるよう

にばる。

毛の色と毛のちぢれ

わたくしは且って、ネズミの毛の色の実験をしたことがある。その過程で、臼黒0)斑のネズミの

毛を剃ると、皮胄もまた白黒の斑になっていて、毛の白黒斑と、皮肩の白黒斑が重なり会わないこ

とに気づいた。黒い皮胄から黒い毛の生えている場合もあるが、白い毛も生えているといった場合

で、白い皮附から黒い毛や白い毛が生えていた。毛の色は皮厨の色とは無関係に決められているこ

とになるらしい。

その後、わたくしは近土氏とめん羊の毛のちぢれ cr impのできるメカニズムの共同研究を行っ

た。氏はすでに、めん羊の毛を染めて、その横断面をみると、毛の横断面は半分しか染まっていな

いで、毛のちぢれの外側と内側とでは毛の構成成分の異っていることを発見していて、そのちがい

が皮膚の中の毛根の底蓋において生じていて、ちぢれの発現が毛自身の側にあることを明らかにし

ている。毛のちぢれの例はヒトのからだにも部分的にみられる。また、ヒトの女性に陰毛の欠如ず

る場合のあることか知られている。その植毛に当って、本人のから記の他の部分、たと

ると、しばらくして移植毛は脱落するが、やがて移植された直毛の毛根から新しくち

ちれた毛を生じてくろ。ヒトの毛のちぢれば、めん芋の場合と異って、

働きによって決められているのである。

体色と衣服の色

いる

ヒトに非常に三いチンパージ詮ど、わすかの霊長類を除いて殆どの動物は、動物にとってもっと

ら大切tょ繁殖行動の開始が、太陽と坦翠との閏係、日の長さ0J長“短によって決められていて、繁

殆期が一峠一口て、 しかも短い間閏に限られているものが多い。動物自身の意志によって決めるこ

とがてき）Lょい、まった＜環境条件に支配されているのである。また、これらの動物の体色も、自分

自身の窓志によって変えることかでき立い。ヒトはその点、体色の多尼性を失い、衣服をまとうよ
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うに変化・進化し、衣服の色彩も自らの自由意志によって選択できるようになった。このことは、

繁殖の自由さを笈得したこととあわせて、大変な変化・進化てある口

色厖文化の特徴を求めて

ヒトの色影の罰昇は、体色の次元から、衣服り生活用具口住居などの生活四のずべての範囲にわ

たって拡大さ紅、色彩の生態的地位としての雌揺性と深い関連性を依然として保ちながら、鷹い次

元の闘界に展開されている。

しかし、こ上で大変に重要なことは、色彩の且界が、光の存在下においてはじめて認識される世

界てあって、陪黒の環境てはまったく存在性を失ってしまうということである。光の存在下てのみ

色彩の世界が認められるということは、ヒトの活動性と探い関連性の中で、色彩が評価されるもの

であることを示唆している。

動物の世界ではどうであろうか。小鳥を例にあげれば、小鳥の美しい羽の色彩ぱ飛翔するときに、

静止のときにくらべてさらに美しさを増している。このように、行勤が動物の色彩美を発揮ずる例

ぱ昆虫、魚類などにも多くみられる。

とくに、ヒトの世界では、衣服、生活用具、建築などすべての社会的素材が、光環境の下で、色

彩による活性化の現象をおこしている。わたくしは、ヒトの衣服の色彩も含めて、色彩の世界を人

類社会の活動性と結びつけた、新しい価値観の生まれてくることを期待したい。
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各麗織維の天然染料による染着性について、

(P 。 □ G) ー水の混合染浴による腔の染色性

相宅省互、原 幸代、 村岡窟一郎

はじめに

前報で染裕と使用したポリュチいングリコール400 、 (PEG) は、

< 
出来る。日 0- (C H,-C IL-0\,- 『I それ故 P. E. G 400 と

レングリコールてあるから、 n の値は10前後てある。 n= 1 

ように

ボリニチ

チレンクリコールであって

PEG とよく似た液体てある

このように水も P E G の

とした。

し劣る。 n=O の場合 1まHO~H る。

と考えられぬこともないので、ここでは P. E. G 400 と水の混

l 、染色実験

ここでは藍（インヂ‘コ）を直接、染浴に溶かし染色する直接注と、一般に従東用いられる藍をハ

イドロサルファイトで還元して築色する還元法を用いた。

l -1 用し、た染料はインド藍、スクモ柾、台成インヂゴ（イ｀ノヂゴピュアー）の 3 種である。

インド藍 5) 豆（マメ）科の植物で Ind igo feral 、こまつなぎ巨の出のてある。この植物ば藍を取る

ため紀元前3,000年も昔からニヂブト されている。やがてヨーロ、,,パや中届に応偉えられた。

インド見の主成分S)}まイ｀／ヂコチ‘/ 0□:C=C:C口:〔: であり、この外に扉色のインデルビン＇

亨□＝c~H 更に黄色のインデコニロ責ど副成分か存在する。
スケモ藍はタデ科（J、植物で“さばへど＇届である。本種！ま日本、中国、ソ連に陸し、冒から恥」設

（徳島県） である。この菫から商晶1こしたのか“スクモ’'監として市阪さねてし、る。

合成藍（インデ：：f）は、その構叫は/\. von Bayer によって決定された後、

ニリンから出発ずる Heumc1n り）万去が用いられている。

l -2 贄色用の布は、田、羊毛、綿、人絹アセテート、ヒニロ ビニロン

ァ

ヵ

ンミロン、東洋紡シ／ン＇、ナイロン'6 、ナイロン66、ボリニステル知絨維、東し＇ン）レジグ、 C 。 D

玉リニステ）レで応る。

このうち“カシミロン／”はカチオ｀／染料によく アクリル織紺、 C. D 王リニステ！レ応カチす

ン＇染料によく染る王 l）ニステ ある“東レジルック” 玉リニステ ーパ “ し

洋訪ゾノ｀／”ぱ牛乳蛋日50％を合訂詞椋アクリJレ糾料てある。
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2 実験結果

実験結果は第 1 表、第 2 表に示す

色彩の表示は前報と同じ‘'小学館”発行：“色の手帖 (The Color Gu i de)" によった

第 1 表より次の傾向が見られた。

①インド藍の直接染色法では、染浴紀成の水と P E G の割合が、 5 : 1~5 : 2 の間か最も発

色が良好てあった。以後、水： P. E. G の割合が 2 : 1 の染浴をよく使うことにした。

②繊維による発色が非常に異る。とくにインド藍による発色がいちぢるしい。例えば木綿、人絹、

ビニロン、ポリニステルは藍の色すなわち青色に染るが、絹、カシミロン、 CD 玉＇）ニステル

紫色に、羊毛、ナイロン＇、アセテートは荼色に染る。

③スクモ藍を使った場合、ポリニルテル、 CD 玉リエステル、ビニロン、カシミロソ、

の青色に染るか、絹、羊毛、木綿、人絹アセテート、ナイロンは茶色かかった色になる。

④合成藍（インヂゴピュアー）を使った場合、木綿、人絹、アセテート、ビニロン、カシミロン

玉リニルテルは青色に染る。とくにビニロンの染色性ぱ良好てある。羊毛1ま薄緑色、ナイロンおよ

び絹ば茶色になる。

⑤合成藍（インヂゴピュアー）を水を含まないp_ E. G て100℃と 130 ℃で染色を行った。ビ｀ニロ

ン、ナイロン、ポロニス、カシミロンなどの合成繊維は温度が閲い程染着性は良好だが、絹、木綿、

人絹は子合と染まらない。アセテートは100℃では青く染るが 130℃では収縮する。

⑥染浴に P E G 100 ：水200のもを用い苛性ソーダてアルカリ＇袢にし、ハイドロサルファイトて

還元を行った。インド藍は容易にロイコ化合物となり溶解ずる。それを常法により染色を行うと、

木綿、人絹、芋毛、ビニロソ、ナイロソは芙しく胃色によく染る。特にナイロンの発色は美しい。

その他の繊維もすべて薄い青色であった。

3 考察

各種繊維を藍て染める場合、染色法、染浴の穂類、さらに繊糾に含まれている成分

によって第 1 表、第 2 表の如く実に様々な発色が見られる m この現象ば草木染の場合よくあること

であるか、とくにインド藍を用いる場合に顕著てある。

これはインド藍にば百いインヂコと亦いインチ｀）レビジと黄いインチ｀ゴイニローが存在する為てあ

る。 P E G と水を使う直接の染め方で1ま丸いインジ｝レビぱ分解されることなく、酸性茎をらつ繊

緋、カシミロン、 CD 玉リエステル絹によく反応して赤紫色の美しい布か得られると考えられる。

しかし羊毛の発色ば暗い“カーキ＇＇色てあるのは1 ンチ、コの青とインデルビンの応と、インヂゴ

イニロか共に染つていると考えられる。

またインド軌をアルカリ性 1こして還元するとインデルビンは分解し、一部イントナキシルとなり
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空気酸化すればイソヂコ｀となる為、赤い発色は起こらない。

純物を分解してしまう作用応あるので美しい藍染が得られる。

おわりに

ンヂコ以外の不

天然染斜には主成分以外に数多くの少量の色素成分を合有しているのて、水のみを使った従来の

方法以外にいろいろな染色方法を使うと興味ある結果が得られると考えている。これは近頃繊維も

染料と同しく、酸性、中性、塩基巳親水性、疎水性のものか割合自由に作れるためである。

5) 染色と生活10号 0975年秋）、 57頁

合藍植物の種類

参考文献

6) 岩波、理科学辞典(1971年、第 3 版） 97頁

7) 染色と生活10号（1975、秋） 41頁

含藍植物の種類
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直接法によるインド藍の染色性

染料．、イン~ド藍 10 グラム PEG(400) と水の混合染浴（容積比）いよる色彩の変化

-0 ＼PE。 Gcc 

性質，墨：、C\ \ 
0 : 350 1 : 350 10 : 350 50 : 350 100 : 250 150 : 150 

水 竺 303 303 303 298 299 31 
々府仁弓 -CO • NH—基 薄 色 薄 色 拉1岳土 色 ライラック オーキッド 仄 桜

6 P6 、 5/2.5 6 P6.5/2.5 6P6.5/2 、 5 6 P 7 6 7.5P7/6 5 R7,5/ 2 

水 性 153 153 156 156 153 153 

一 毛 -CO?\'H基、 SH基 ページュ ページュ カーキ カーキ ページュ ヘ｀ヽーゾ｀や ュ

一
I 

10YR7/2.5 10YR7/2,5 1 Y 5 /5,5 1 Y 5/5.5 10YR7/2.5 10YR7/2.5 
よ

じ3

I 水 性 322 239 239 239 239 239 
→m9白rJ -OH基、一〇一差 思想鼠 ライトプルー ライトブルー ライトプルー ライトブJレー ライトブルー

5 。 5PB6.9/5 2.5P B8/4 2, 5P B8/4 25P B8/4 2.5P B8/4 205P B8/4 

水 注 239 239 239 239 239 239 

人 -OH芸‘-0 ー基 ライトブ；レー ライトブルー ライトブルー ライトブ）レー ライトプ）レー ライ］、プ｀）レー

205P B8/4 2.,5PB8/4 205P B8/4 2.5P B8/4 2.5P B8/4 2.5P B8/4 

半 水性 292 292 292 292 292 292 

了セチート 2 、 -oocc圧基 藤 色 藤 色 色 色 色 藤 色

10PB6.5/6.5 lOP B6,5/6,5 lOPB6 5/6,5 10PB6.5/6.5 lOP B6.5/6,5 lOP B6.5/6.5 

半 水性 324 324 324 324 324 324 

トl)アセテート 2 、 -OOCCH墨 鼠 鼠 鼠 鼠 鼠 鼠

2,5P 6/3 2.56/3 2.56/3 2"5 6/ 3 2,56/3 2.56/3 



6

6

 

6
 

ンロ
ン

ロイ

ィ

I
I
1
-

ブ

半疎水性

-CONH―基

半疏水性

-CHNH―基

339 

灰汁色

2.5Y6/l 

339 

灰汁色

2.5Y6/l 

303 I 324 

薄色薄鼠

6 P6.8/2.5 I 2.5 8 6/ 8 

326 I 326 I 188 

灰赤灰赤青丹

5 R4.5/2.3 ¥ 5 R4.5/2.3 ¥ 7.5Y 6 / 3 

317 

薄鼠

5YR6/l 

317 

薄鼠

5YR6/l 

314 

薄鼠

N-6.5 

テトロン

〈短徴維）

（ポリニステル）

疎水性 239 
-ooc-0 -coo一基 ライトブルー

2.5P BS/4 

239 
ライトプルー

2.5P B8/4 

239 
ライトブルー

2.5PB8/4 

322 I 322 

思鼠 想思鼠

5.5PB6.9/5 I 5.5PB6.9/5 

i

h
'
5
'

ボ
K
F

／
鼠

5

鼠
鱗

3
 

8
8
6
1
4

呵

3
2
2
思
即

ー

Y
3

青

5

薄
Z

想
註5
 

7

.
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東レ シル、ノク

（長蛾維）

（ポリニステル）

疎水性 3 2 2 
-ooc-0 -coo一基 想思鼠

5.5P B8/4 

3 2 2 

想思鼠

5.5P BS/4 

3 2 2 

想思鼠

5.5P BS/4 

3 2 2 

想思鼠

5.5P BS/4 

3 2 2 

想思鼠

5. 5P BS/4 

3 2 2 

想思鼠j
5,5PB8/4 l 

CｷD 
吊 I) ニステJレ

カケオンダイアブル

疏水性 2 9 2 

藤色

10PB6/3 

カシミロン

（アクリル）

カチオソダイアブル

疎水性

-CN 基

2 9 9 
オーキッド

705P7/6 

2 9 9 
ォーキッド

7.5P7/6 

3 0 8 
紫

7.5P 4/12 

3 0 8 
紫

7,5P 4 /12 

3 0 8 

紫

7,5P 4/12 

2 9 9 

ォーキッド

7.5P7/6 

東洋紡、ンノン

牛乳カゼイン

（アクリル）

L-̂——- ----

ヒニロン＇！
（短繊結）

半親水竺

-CONH―基

-OH基

330 I 324 
スカイブルー 薄 鼠

7.5B7.5/0.5 I 2.5P 6/ 8 

3 2 4 

薄鼠

2.5P6/8 

3 2 4 

薄鼠

2.5P 6/ 8 

3 0 

櫻色

10RP9/2.5 

1 8 6 

油色

5Y6/4 

親水

-OH基

292 I 292 I 300 I 300 I 285 

藤色 藤色 鳩羽色 鳩羽色 紫苑色
10PB6.5/6.5 I 1DPB6.5/6.5 I 2.5P 4/3.5 I 2.SP 4/3.5 I 9PB4.5/4.8 2 5,□Js 5 I 



直接法による合成藍と蓼藍、還元法によるインド藍の染色性

|
4
4
|
 

¥ \\ 染料 合成藍 合成藍 蓼 茜rrri 印度藍

（イソヂゴピュアー） （インヂゴビュアー） （スクモ藍）
4 グラム 5 グラム 15 グラム 5 グラム

P. E. GlOOcc P. E. 8700cc P. E 。 G100cc P. E. GlOOcc 

水 250cc 水 250cc 水 250cc 

染色温度 染色温度 染色温度 染色温度 1
95 ℃ 130cc 95 ℃ 60~70cc 

（ハイドロ
サルファイト 25 g l 

直接法 直接法 直接法 還元法

親 水 性 329 317 337 

絹 -CONH-、基 パールグレー 染着せず 茶 鼠 スノーホワイト

205Y6.5/6.5 3 YR 6/ 1 N-9.5 

親 水 性 195 318 317 287 

羊 毛 -CONH一基、一 SH基 抹茶色 深）II 鼠 荼 鼠 薄花色

2 GY7.5/ 4 lOG Y7.2/1.5 3 了 R6/l 2.5P B5.5/5.5 

親 水 性 248 329 239 

木 綿 -OH基、ー 0 ー基 水 色 染恙せず パールグレー ライトプルー

6 B 8/ 4 2.5Y6.5/0.5 2.5PB 8/4 

親 水 性 337 303 251 

人 絹 -OH基、一〇一基 灰白 色 染普せず 薄 色 天 色
5 Y 9/1 6 P6.5/2.5 2.5P B6.2/7 

半幌水性 322 332 324 322 
」l 

アセテート 2 、 -OOCCH3 想忌鼠 モスグレー 薄 鼠 想忌鼠
5.5PB6.9/5 5GY6/2 205P 6/3 5.5PB6.9/5 

半親水性 302 251 317 252 
ナイロン 6 -CONH―基 藍 天 色 茶 鼠 青（ブルー）

5 P 3/3 2.5P E6.2/7 2.5P6/3 2.5P B 4/12 



I

4

5

 

疏 水 性 287 273 243 239 
テ 卜 ロ ン -OOC-

゜
-coo—基 薄花色 浅 標 水浅葱 ライトブルー

（ボリニステJレ 2.5P B5.5/5.5 2 P B5,5/5,5 5 B 8/3 2.5PB 8/4 

疏 水 性 261 251 243 239 
東し シルック -OOC-

゜
-coo—基 薄 藍 天 色 水浅葱 ライトブルー

（ポリニステル 長銅維） 1 P B5.8/7 2.5P B6.2/ 7 5 已 8/3 2.5PB 8/4 

疏 八 243 

I CD ぎリニステル -OOC-

゜
-COO基 水浅葱

（カチオンダイアプル） 酸 性 基

i カシミロン 箕 水 性 271 251 243 239 

11 I 

（アクリ）＇，~） -CN 基 霰 色 天 色 水浅葱 ライトブJレー

カチオンダイアプ）レ 3 PB 4 /7.5 2.5P B6.2/ 7 5B 8 // 3 2.5PB 8/4 

半翌水性 200 
夏洋紡、ン，，｝、／ -CONH―基 若草色

牛乳カゼイン、アクリ）レ -CN 基 3 G Y 7 /10 

ビ こ ロ ン／ 水 性 260 287 260 322 
ポりビニ）レアルニー）レ -OH 荼 饂F 色 花已 藍 色 想思鼠

絹 2PB3/5 2.5P B5.5/5.5 2PB3/5ｷ 

日ビ、ビロンクフタ 水 性 261 
玉リビニ）レアルコーJレ -OH 店 藍

長 痘 雄 1 P B5.5/ 7 

競 水 性 239 
日ビ、ビニロン -OH ライトブルー

（アセタール化黒し） 2.5PB8/4 
I 

疏 水 性 261 I 
玉リプロヒレン -CH3 薄 芭rE 

I 1PB5.5/7 





繊維および繊維製品についての考察N
繊純とフラクタル幾何学（下）

相宅省吾、村岡碓一郎、井上清博

4. フラクタル次元（相似形次元）

4-1 相似形次元

今迄の解析幾何学では次元は正の整数と考えられて来たが、繊維の性質を考えて行くうちに繊維

の次元は0.5であることになってしまった。繊維や鐵維製品のような特定の長さを応 7こない、相似

形をもった次元（これはフラクタルと密接な関係がある）についてのべる。

（私は数学は素人であるので専ら“安本秀樹氏著。フラクタル•朝倉書房”の解説に従う）。

線分、正方形、立方体の次元を相似形にもとづいて考えてみろ。各図

形の辺を二等分すると、線分は半分の長さの線分 2 個、正方形の場合、

1 辺がもとの 1/2 の正方形 4 個になり、立方体場合に 1ま 8 個に食る。つ

まり線分、正方形、立方体はそれぞれ全体を1/2 にした相似形 2 、 4 、

8 個によって全体が構成されているとみなすことが出米る。この 2 、 4 、

8 は夫々 2 ¥ 22, がと書き直すことが出来るが、そこに表われる指数

1 、 2 、 3 ぱそれぞれの図形の経験的た次元と一致ずる。もう少し一般

的な表現をすると、ある図形を 1/a に縮小した相似形図形 aD個によって

構成されているとき、このD が次元の愈味をもつわけである。この次元

を相似形次元と呼ぶ。

相似形次元は幣数である必要はない。もしある図形が、全体を1/a に

縮小した相似形 b 債によって成り立っているならは、 b = a 1) より相似

形次元は

D=~...... 
log a 

となる。

4-2 カントール集合と短繊維紡績糸の次元

第 4 図 線分、正方形、立方形の
単位長さを半分に分割する。

カントール集合は典型的tょフラクタルてある。それは綜分 Co 、 1 ]を 3 等分し真中の部分

[ l/3 、 2/3 Jを消去する残った繊分〔〇、 1/3 ] C2/3 、 1 Jを各 3 等分し、真中の部分〔1/9 、
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2/9] 、[7/9 、 8/9] を消去する。この授作を無限に綬り返し極限に残っ

しヽう。

この集合のフラクタル次元D ば

D =~=0.6309 log 3 

カン’ト

1111 1111 1111 1111 1111 1111 

L —- ---̀ ---1 一ツーr - - -- - --• -—------_1 
o 1,3 % 

第 5 図 カントール集合

と

1111 1111 

繊維製品のカン＇トール集合と考えられるの 1ま紡糸した長繊紺を引きちきって作ったパーロ、＇，ク糸

や、綿や羊了

のような短飯

糾から作らわ

など

これに当ると

考えられる。

この紡績糸の

次元ば

ロ］塁覧
I+ l>i 

｀：＇三：ロニ三
6 図 アクリJレ餓維ステープルの連続紡糸工程

凶＝］虚塁t=0.3155

この紡績糸は繊維の従方向にも空間をもっているが全体としては強くて、しtょやかな嵩高性のあ

る糸とtよる。

んー 3 コッホ曲線と抱縮繊維の次元

コ、ノホ曲線はカントール集合と同じように曲

型的ばフラクク る。第 7 図のコッホ曲線

の区間 [O 、 l/3 〕の図形を 3 倍に拡大すると、

それば全く心との訓線とコ、，I ホ曲線[ 0 、 1 ]

と同じと立る。このコノホ曲線ば、全体を1/3

にした相似形 4 個によって全体が構成されてい

る口したがってコ、ノホ曲線の相似形次元は、

D =~=1. 2618 log 3 

コ、，；ホ曲 ー とすると複闘すぎ、 2 次元

：：／口口
十→―-—-
(),/9 パパ

第 7 回 コッホ曲練

とするには単詞ずぎるから 1 。 2168 といら

値ば近白辻伯てあると考えられる。
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このコッホ曲線ば伸びも縮もしない針金のような級て出来ているが、 これがしなやかな繊維例え

は羊毛のようば捲縮糸から出来ていると

とずる）

その繊維の次元は（羊毛もコゾホ血線に似ている

い戸＝上XL2618=0. 6309 log a -2 
1
-
2
 
=ｭ峨D
 

となり嵩高性のある勝れた繊維となる。 この指縮糸から弾性の強い織物や編物が作ら紅る。

4-4 シルビ｀ンスキーのギャスケットとレース

ジルビンスキーのギャスケットはカソト

2
 

したようなフラクタ）レて、

3 角形のまん中をくり抜く操作を繰り

Jレ

こと

によって作られる。図をみるとすぐに分かるよ

うにレ ス編物によく似ている。

このシ；レビ｀ンスキーのギャスケットの相似形

次元は

D =~=l.585 log 2 

ギャスケットと 1ま詰め物という意味である。

この三角形の孔を観維で連ねたレース編物のフ

ラクタル次元ぱ
8 図 ジルピンスキーのギャスケット

D
 

位麟＿ = 0.743 
log 2 

1 本の糸から

4 -5 

れて行くニット

ペアノ由線と F 、 R 、 p
 

となる。

（繊紬極化プラスチ、＇，クス）

のべたよりに 1 本の糸から平面的tょ織物が生れ更に打込を多くすると目のつまった丈夫な布

も作ることか巳来る。そ紅を更に密度を高くすると硬い平面の紙になる。夫に樹脂を含ませて積暦

板にずる （つみ重ねて成形する）と立体的詮 F 、 R 、 P が作られる。

このように 1 本の糸か加工により、 1 次元の紐、 2 汰元の布、 3 次元のプラスチ、r／クスに姿を変

えて行くことは、我々のように繊維を加工を仕事とするものにとっては、

亨てあって、数学や幾何学の対象となら詮かった。

ごくありふれた工学の仕

というの 1ま 1 次元の線が 2 次元、 3 次元と変化して行くことは数学的にあり いことてあった。
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しかし 100年程前に 2 次元であるはずの正方形の任意の点を、たった一つの実数(1次元の線）

わすことが可能てあることか示された。

平面を完全に覆いつくすような一本の曲線の

最も良い例はペアの曲線である。ペアの曲線は

第 9 図のように折れ曲った線の極限として定義

される。この因をみてもびっしり一様に覆って

いることか分かる。（この図を見ると我々は直

にニット（編物）の布を連想する）。この曲線は

自己相似的て、いたる所で徴分不可能であり、

先にのべたフラクタルの典型的な例となってい

る。

ペアの曲線の考え方は 3 次元以上にも適用で

きる。ずなわち n 次元空間中の任意の点を一つ

の実数で表わすことも出来る。ペアノ曲線は図
第 9 回 ペアノ曲線

をみればわかるように、全体を 1/2 に縮小した図形 4 によって全休が構成されている。それ故ペア

ノ曲線の相似形次元D は

2 

D=[距し＝國¾-=2
log 2 •• log 2 

とtよりこれは平面の次元である。

繊維製品の次元では

D戸~XD=fx2=1

となりその（繊維製品）の自由度は 1 式から 4 の値となる。(1式でぱ次元をY としたが、フラクク

）レ次元D と等しい。 Y=D)

第 1 表（前報）によると織物や網や紙の自白度ば 4 であり、ペアノ曲線から推定した値と一致す

る。この措論が多次元の世界迄適用出来ることは喜ばしいことてある。

おわりに

我々は長い閏糸を作ることが仕事であった。それはナイロンの紡糸から始まった。そ 0)間色々西

白い経験をした。その中て、プラスチックスのペレット (0 次元）を紡糸槻にかけると (1 次冗）

の糸か連続して出て来る。失敗すると大きな塊 (3 次元）となって始太に負えなくなってしまり。
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そこて繊維とは何かと考え、この無数にある、 よび繊維製品の一般の姿を祝明するため

何学の力を借り らないと考えた。

そこて（繊維の）自由度とか、アスペクト比、また繊維波辻どの言茫を使って、また言葉を作っ

て繊維を説明しようと試みた。この“繊維の幾何学＇＇を我々の仲間ては “Str i n g Geome t ry"と呼

んている。その後マンデルブローのフラクク＂］レ蔑何学の日本語訳が出版され、更に高安秀樹氏の名

著“フラクタJレ＂ （朝倉書店）に大変お世話になった。厚く御礼申し上げる次第てあります。
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蚤繭紙について

林屋慶＝

1. 蚕繭紙
さし，りん

紙祖祭倫は中国後漠の人、樹皮．庶屑、散布。魚網を抄いて紙とする製紙術を発助したと言われ

る。書聖壬義之は 4 世紀東晋の人、いうまでもなく古今第一の書家として知られ、行書で書かれた

蘭亭序はとりわけ名裔い。蘭亭帖の真跡は今日残らぬとは言え、「蘭亭に会せる者四十一人たり。義

之序を面厄。蚕繭紙・鼠霞筆を用う。過勁なること絶大なり。」という記録茄「海録砕事」に残って
いる。この記録が紙の歴史を研究する後代の人々を紙祖と書聖の間に立たせて悩ませてきた。王毅

之はなぜ300年前すでに察倫が発明し、姦侯紙と名付けて賞でられたと言う麻紙があるのにそれを

使わず、「翫繭紙」を用いたのか。王毅之が選んだからには蚕繭紙とに余程優れたものてあったに違

いないと。こうして紙の起椋にまて遡っての論争が始まる。

問題を複雑にさせていることのひとつに紙という字の成りたちがある。前漢時代B. C. 2 世紀

からA. D. 1 世紀にかけての書物に［紙」という字ばすでに散見される。すなわち察倫が自ら抄

し作った紙を和帝に献じたA. D. 105年より早くに字か用いられてしる。しからば奈倫より以前に

紙というものがあったことになるが、古代の書物にはその製法や原料について説明がない。

中国の文字の屋史は古い。そして文字を記す対象も甲骨、青銅器、木簡、竹筒、そして絹布へと、

時代を追って変化してゆく。史記にすで1こ菫書の話が出ており、薄手の絹右 c籍篇）応字が書かれ
ていたと言う。文字を書写ずる材料には紙より以前に吊かあったのてある。

きょ L ．ん きぬわたすのこ後漠の人許慎 (A. D. 30-124) の著「説文解字」には「紙は袈一苫なり」とあり、 紫を苫
まいと

で抄きあげた一枚の意てあると解釈されている。 1) 許伯によれば意味を表わす糸、音を表わす氏か
といし し

ら成りたっているという。氏そのものにも隠石の砥に通じることから明らかなように、「詮めらか」

の應院がある。これに従えば紙の原料は生糸であり製造に抄くという工程があり、察倫以前に袈紙

が存在していたことになる。

私に「虚文解字」にある架を蚕載と碕み（しえて、糾の起源論争に注日してきた。葦贔紙0)正体を

知りたいと思っていたからである。ところか近年になって、中国各地で遺跡の調査か進み、考古学

に新しい手法が取入れられ、古代の多くの紙についても実証的研究が行われた。結果は過去の考え

方を筋烈応批判するものであった。

「中国製紙技術史」（溢吉星著、 1980年） 2）では「紙」の字使用の記事か訓嘆の時すでにあったこと

-53-



を逮べ、続いて出土品から前漠時代に書及び画の記載された紙の存在を実証し、次に生糸質のフィ

ブロイン繊維と麻質のセルローズ緻維との造紙性の優劣を説き、さらには説文解字に言う架を簑い

て出来る薄片は紙というに値しない代物てあることを実験上の根拠をあげて証明し、桑倫が紙の発

明者とする説を批判している。さらに菫を進めて、紙に古代の働く人々か麻のげろ裂れや縄裂れを

水中でからませてそれを抄ぎ取ることを工夫したもので、漠代の終りには品質の可成り良いものが

出来るようになっていたと記している。察倫はこれらの麻右に加えて樹皮をも原麟とした植物繊維

紙の生庄にかかわった大官という立場で活躍した人と評価している。

唯心主義と唯物主義のせめ習合いを泉下の察倫はどう思っているか知らないが、事実として甘粛

省旱漠披出士の後漠の紙は分析の結果席紙てあったし、新彊楼蘭退跡出土の前漠 (B. C. 49) の

古紙は大麻繊維で作ちれていた。西安東郊の漏橋て発見された前漢早期の紙も生糸質てなく麻類植

物の繊維紙で、出所の明白さから世界最古の紙とされた。 3) 今日まてに発掘調査された前漠。後漠

の紙には禁紙に属するものがなく、さらに魏晋以降中国を含めて各地の古紙に生糸質の紙は一つと

してないと、幡氏ば説いている。

「紙と日本文化］ （町田該之著1989)4)では上記論文を認めてか、説文解字に言う槃を管で濾す行程

で生糸質の薄膜を得ることは出来るが、そのものは実用に耐えるものではなかった、と述べ袈紙は

紙が生れるヒントを与えた点に意義があったという見解を述べている。かくして、許慎の架紙1ま葬

られ、察倫も亦紙祖の座から引きずり降ろされようとしている。溢氏は古今植物繊維質以外に紙は

なく、匠代鑑賞家に称されてきた蚕繭紙は一種の美称であると、その存在をも否定した。

2. 平面面
うちと

団扇は細い竹を骨として紙を張って作られる。絵も も書ける。糸を吐き始めた繭を作

る間際の蚕をこの骨に放つと、蚕は細竹のつくる平らな面を行ったり来たりして糸を掛け、ついに

ば紙に似た薄い薩糸の膜を張る。この風流団扇の上に家を｛乍り損ねた蚕は幼虫から変態して袂蛹と

キ｀
1よっ る。その面白さがたまら左くて団扇作り

、てし、る。

出した＋｛応の頃を忍い出しつつこの項

亨都工芸繊維大学繊維学部は、その前身を京都高等蚕糸学校といい、京都で 1ま「お蚕さんの学

校」て通っていたn この学校の研究室に層一枚程の面で l cm位の厚さの口い親緞と口っても良い感

じの薄阪状の応り）ヵ置かれていた。それは塁時平板菌また平而繭と呼ば九ていた。こ九か子供の頃

の風流団扇の姿を変えたものと知ったのは後のことてあるか、平板閲ぱ、戦中の物資窮之の時、吐

軍か防押用紅、また面雷が防虚沙材に用途を考え、戦後閏もなくの頃には民間か作温村として活用

の方法を検討してきた、日本で自給できる数少ない産業資村て忠り、蚕糸の新用途開発］）ために大

学まて参加して行なった研究の素材てあった。
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それから約40年経って、世界旺済の中応占める日木の地位が向上し新規産業が高度に成長したが、

その蔭で養蚕業は昔日の隆盛を失った。そして生き残りの途を求めて蚕糸の新用途開発がはしめら

れている大学でも養蚕研究室の前廊下にプラスチックス製の細長い網が張られ、その上を蚕が這回

りつつ糸を吐く姿をしばしば見掛けるようになった。平板繭の再登場てある。この研究は産と学を

結びつけ＼帯芯地の試作にまで進み、校門を出て西陣の帯問屋にはいり、試着した京の舞妓を喜ば

せたと言う。

こんなある日私の研究室に、膜と言うには厚くて強く、板と言うには薄くてしなやかな、紙に手

頃な「平面閣」を挽えて I さんという 1 人の学生か訪ねてきた。以下に I さんか紋年かけてこの

「平面繭」に執心し、研究した成果を纏めた博士論文5)を見ながらの話である。

I さんは試作した「平面繭」を改良するに当って絹を衣服の材料と思うことを捨て、紙として利

用することを考えた。本来繭を結ぶはずの蚕を平面に吐糸させる目的で蚤を育成することを始めた。
ま；； L

古来の養蛋では良い繭を結ばせようと、糸掛けに都合のよい族を考案し、次に繭から良い生糸を

胄ようと畠0)中で賄を煮つつ蘭糸を繰り出す製糸怯を工夫し、奇肩糸に艶を与えょうと清練のエ程を

加えるなど、かずかずの努力が重ねられてきた。その問蚕のもつ種々の形質が、あるときは伸ぼさ

紅、あるときは抑えら九て特徴ある形質をもつ系軌が育成さ紅た。その成果として山襲県小淵沢19こ

ある国立の研究所には500系統以上の品種が原蚕種として保存され、今では世界の遺伝学者からも

注目されるほどの蚕の遺伝子の宝庫となっている。
わたこ

この宝庫 l1こ、緊りのない「ポカ繭」を作る綿蚕と呼ぼれる品種がある。 I さんは先ずこの品種に

注目した。現在実用化されている蚕は良い繭を作る形質の蚕を掛け合わせた交雑種であって、族の

ような糸掛けをする号のない捐の上では、糸を吐きつつ営繭の場を探そうとはするが、体内に貯え

た絹物質を十分に吐糸しないまま力尽きてしまう。一方、改良に逆らった古い蚕の品種には足腰強

＜這い廻り均等な薄さで平ら 1こ糸で膜を張りつつ糾物質を吐彦竺る形質を残しているらのがある。

このような紙様のものを作るに適した品種群から綿蚕、それに眉蚕。大造という品種を選び出し、

これらの 3 系統の蚤を掛け合せ三元交雑種を得た。さらに網から落ちす、吐糸量名く、均一tょ平面

を作る性質を目安としてこの蚕を20仇代にわたって選抜し、良い平面繭を作る系統を育成したので

ある。かくして尖用に耐え、書写も可能た平面蔽を蚕に作らせる技術を確立した。こ九は正に労｛乍

と；；える。

ただし、これだけでは博士論文とはならない。効率よく、均ーに平面吐糸する特性の遺伝的分析

を｀しなけ紅ばならたい。それば通常の営ふ吐糸の場合上同様叶＇面吐糸0)覧にも柘物胃の合成こ体

外分泌を支障なく行う特性を発現させる遺伝子が染色体上の如何なる厚位にあるかを特定すること

がら始めねばならたい。 I さん l：元ずこ豆ぅ袢質は San 遠伝子と名付けた第 7 連関群と第20連閏閏と

に占座する不完全優性遺伝子に制御されていることを明らかにした。次に上述のように育成した蚕
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を族に入れると、綿蚕と同様の「ボカ繭I を作ることから、育成に用いた原品稲の一つである綿蚕

を主な対象として遺伝子分析を行い、ボカ繭性は単一の優性遺伝子F1により発現され、その座位は

第 7 連関群32.1であると決定して学問的評価を得ることとなった。

I さんの論文の題名は「養蚕業の新しい展開、蚕繭紙に関する研究」となっている。

3 . 今様蚕繭紙

I さんは平面繭を蚕繭紙と名付けた。その I さんも現在は京都妙心寺大雄院の住職をしておられ

る。院内には「蚕繭紙研究所」の表札のついた一室がある。 I さんは平面吐糸に適性のある蚕品種

が育成できて以来この紙の生産が容易になったので、障害をもった子供達にこの仕事をまかせたい、

と言う。

和尚が一学生であった頃平面繭の試作品を携えて私の研究室を訪ねてきたことはすでに述べた。

その時私はそれを一目見て「これは蚕繭紙じゃないか」と叫んでいた。諸橋の大漠和辞典の「蚕」

の項に「蚕繭紙」の語を見出し、それが王義之が使った紙と解説されていることを知った、その直

後に彼が訪ねてきたので興奮した調子で彼の試作品をめぐって話が弾んだのであった。「蚕繭紙」

のことは「海録砕事」という本に詳しく書かれているらしい、 6) と彼に調査を勧めたことを今も覚え

ている。

当時私は紙の歴史については無知に等しかった。蚕繭紙という名称からそれが蚕の吐く糸で作ら

れた紙としか認識しておらず、その認識に立てば平百繭の薄片は正に蚕繭紙そのものにふさわしい

ものに見えたのてある。 I さんが10年の歳月をかけ情念とさえ言える努力を重ねたのも、この蚕繭

紙の名に魅せられたからのことであろう。そして彼はその労作を世に問うとき、蜃繭紙の三字を冠

して論文を書いた。

この項の標題では「今様蚕商紙」と題したが、その後紙の歴史を少しばかり学んだ私としては

「説文解字」にある「紙は架一苫なり」すなわち「きぬわた」と「すのこ」で抄きあげたものとい

う解説に対して、後且の科学者が紫を否定するならば、控く工程を必須とすることも否定してもよ

いのではないか、と言いたい気持を隠すことがてきtょい。人の技が今日程蚕に圧力を加えておらな

かった2000年も前には、繭作りが下手な蚕がいて見事在平面南を作っていたかも知れないし、人が

これを蚕繭紙と呼んていたのかも知れない、と日りのてある。

参考文献

1) 臼） 1|静字統平凡社 1985
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3) 辞源（縮印合］］木） 商務印書館 1987 
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夜の紅色

（紅比染め作品の禎色について）

麓 泉

I, はじめこ

闇に 1主色がない。色に光によってすべて支配され、色すなわち光であるという表類ら岬字的見地

から可能である。

昼の明かり 1ま太陽か られるものであるから、その光を天のものとするなら、 閏を征服

する明かりは我々が作らずょければ得ら紅在いものであり、その意味では夜の光は人のものというこ

とができよう。

人は「万物の霊長］といわれ、地球上におこがましくも「君臨」しているが、そのことを可能に

した決定的危決め手のひとつは、火、すなわち明かりを焚いて利用することに成功した噌ーの生物

とtよったことにあろ。火の必要性は当初は野獣に対する恐怖から逃れることが王たる目的の一つで

あったはずであるが、ついでに闇の中での行動が自由になることで、昼夜行動型歩行生物の仲間入

りを果九すことになる。

昼夜塑勤物なサバンナにいくらでもいる。しかしその行励性は野性の一直を現している：こ過ぎな

ぃ。ヒトがもし火を利用する知恵をもたなかったら、彼らとおなじように微少な明かりを感知する

視細胞（色の識別能力はないといわれる拝体細胞）が網膜に多くを占め、色を識別する錘体細胞の

発展を妨げるような進化の過程をたと‘ったかも知れたい。
ともしび

夜のための光と、それによって演出される色はこのようにヒ｝自らか獲得したものであり、灯火

の文明は人間社会の歴史をつくり、また、その歴史の流れと共に灯火による文化も開けた。

人間遅0)屈史、その半分ぱ夜つくられブこものである。灯火を利用し九戦斗一＼あれば、｝口火を囲んだ

謀りことの集いもあっ仁。卓なる明かりとしてでなく＼権力者の思考ぱ夜の灯火で演］さ以る身近

な女性の色香によって支配され、それは結果的に政策に移されて実行された。

灯火の文明は、かがり］）くに始まり、泊指を燃やす灯央とtより、石柏ラ ‘/7゜からガス 7‘/ 7゜、そし

て遂に宣力の登場でタソクステン灯から蛍光灯へと発此した。したかって、現在でも即かりの文明

ば部市文明のバロメータとしてみることができる。

その助かりの文明がさまざまな光原色の創造、演出性の巧みな利用によって光の芸術を生み、灯

火の文化0)道を広げている。

このようにして人の仕凸が昼と夜にまたがることにより、昼を補う夜（行動時間の旦長）、昼と対
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決する夜（昼と夜を両極とする心理的な使い分け）、夜のための夜（夜行専科のための夜）といった

ような生活パターンが成り立つようになるが、それらを効率よく支えているのが、次に述べる照明

光の「色涅度」である。

近頃、照明の発達て夜か随分長くなった。自分逹が染め上げた作品が夜は一体どんな色に見え、

どんな感情を醸し出すのか知っておかなければならないと思う。

本報告は、そのことに関して紅花染めを例にとり上げた実験と考察である。

2. かがり火から蛍光灯にいたるまで（色温度について）

焚火やたいまつで照し出される顔は芥々としているが、稲光の一瞬に浮かび上がる光景は青白い。
すみび

これは、光の「成分」としての波長構成に原因がある。炭火の温度が低いと、ニネルギーの大部分

は目に見えない赤外線となって放射されるが、その領域の末端が可視光線の赤色頷域にまて広がる

と暗赤色に見えるようになる。しかし、燃焼温度が高くなると放射ニネルギーの頷域の末端は黄色

の波長域にまで広がり、オレ｀ノジがかった赤となり、さらに菰度が上がれば可視領域全邸をおおう

ようになり、赤みがかった白色へと変わっていく。陶工は炉の中の色を覗き窓から見て混度を知る

そうであるが、このように熱せられて光る白熱光について、色と温度との対応関係を示すための色

温度という演色性を示す単位があり、それには絶対温度（K: ケルビ‘ン）がとられている。

（注）摂氏零度は273'Kであるが、摂氏百度は373' Kて、刻み幅は摂氏と変わらtょい。ちなみに真

昼の自然光は色バランスのとれた白色光となっているが、色温度は太陽の表面温度に近いsooo·K 

である。しかし、皐月夕に受ける太陽光は赤味が多く、富士山ば赤富土になる。かといって太陽の表

百温度が朝夕に下がるわけではではないが、その時刻、富士山に達する光は厚い大気層を斜めに通

るため、短い波長の青い光が多量に散乱して失われ、バランスが崩れて3000'K程度に熱せられた

炭火と同じくらいの赤味の多い色温度となっている。しかし、晴れた真昼のその頂上で写真をとる

とすれば、青空に散乱していた光が下界よりも多くプラスされて青っぽく写っごしまう。色昌度は

高くなって、 7000~8000'Kにもなり、さらにそれ以上の高空では稲光やアセチレン溶揆て出る光

に近い10000° K ぐらいになって青白く見えることにたる。このように、実際の熱兄による照明でな

くても単波長の可置光か少）エょくて赤っぽい照明の場合を色温度が低い、長波長の可幌光か冬くて

青っぽい照明の場合は色温度が高いという表現をとり、蛍光にも準用されている。

すなわち、図 1 - 1 、図 1- 2 で見るように、色温度は各波長行のニネルギー分布を示しており、

物体はそれ自体の吸収特性に応じて色温度毎に異なった色を示すことになる。たとえば、照明の色

温度を低くしていくと、波長の短い青い可視光かにんだん少立くなるから、物仕からら青い仄射光

が少なくなって、青味が吹第に減少し、赤味か増していくことになる。この現象ばその照明で照さ
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れている範囲のものすべについて生じるから、色の雰囲気そのものが変わることになる。

では一体、どのような色の雰囲気で我々は生活しているのだろうか、どのような色温度のもとで

能率よく仕事をし、和やかに団らんするのだろうか。人々に対するそのような心理的な影誓につい

ては既に経験的、実験的応検討されて、照明設計の上に活かされているようである。これらのこと

を設計者逹に教わる立場で、 1992年の 7 月から 11月にかけて阪神間の随所で、自然光を含め、いろ

いろな照明下での色混度を実測した。

測定機は色彩色差計CL-100 （ミノルタカメラ製）を用い、測定された光療の CIE表色値XY

は、付属の データプロセッサーD P-100または ISO色温度ダイアグラムを用いて色湿度に変

換した。結果を表 1 に示す。

表 1 を検討すると、測定値ぱおよそ6000~5500°Iくのグループ (A群とする）、 5000~4000'Kのグ

ループ CB群とする）、 3000~22oo·Kのグループ (C 群とする）、 2000~1600° K のクループ (D群

とする）の 4 群に分げられることが判る。

最も色温度の高いA群は自然光を含むグループで、各物体色に対する洞色性が平均化されている。

ちなみに、このグループに属する色検査用D65蛍光灯（東芝ライテック製）の演色評価値は、メー

カーによると 赤： 95 黄： 94 緑： 98 青： 90 肌色（欧米人） : 98 木の葉： 98 肌色（日本

人） : 98 平均信98 となっていて偏差が少なく、且つ100点に近い値である。月光は太陽の反射光で

あるから色温度が太関光に近いことが納得されるが、照度値が小さいので演色評価に充分なニネル

ギーが届いてしない。

次に色温度か少し低いB群ぱ、読書あるいに行動に適した場所のものであることが半］る。このこ

とは各物体色に対してそれほど演色性が悪くない範囲で、眼が疲れず、ソフトに見える色温度とし

て設定されているものであろう。また、月の出後、まだ間がなくて仰角が小さいときの月の光は、

朝夕の太陽の場合と同じように色温度が低くなっていることが判る。

さらに色温度の低い C 評は、完全にタングステンランプの色温度と合致し、 演色性に劣

ることは既に知られていることである。ただし、秋々の限1ま順応という補正畏拒によってカラーバ

ランスをとろうとするから、さほど不自由は感じない。そ 0ー］順応作用によって長波長系の色に対す

る感度が鈍＜ tょるか、その結果、むしろ赤からナレンシ、黄！こ至る物体色の色祖のに別が曖昧にな

る恐れもある。しかし、その赤味がちの演色が醜し出す雰囲気にほ一種の安堵感が伴うようでホテ

ルの照明に多く利用されている。また、飲食店も、ほとんどがこの種の照明を用いている。たとえ

ば、大阪梅田の阪急グランド｀ビルの最上層32階から 4 階下までが飲食街になっているが、夜間に地

上から観察される照明はその下のビジネス街層とば土＜灼佼的に色温度が低く、オレ /S；色と青色

の違いとなって Iまっきり区別されているのが見える。このような低い色温度を安らぎの舟所、歓談、
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飲食の場所に選ぶのは、 の祖先が洞窟内の明かりて懇い焚火の同りで宴を催した頃の生活習

慣が、現在の我々が持っている遣伝子に記譲されているのではないかという考えもあって、今匡の

調査結果はそのような仮説を支持しているように思える。逆に色温度が高い条件は昼間の明るさに

近いから后発な行動が促さ紅、落ち着かtょいということてあろうか。

欧米ではこの C群に使われている色温度が最も広範囲に常用されているそうで、今回調査したB

群の場所で使われている照明もほとんどこの色温度のもので、家庭においても、蛍光灯の利用ぱ非

常に少7よいという。 1 年閻、ペリの中心部て家族ぐるみの生后をされてきた牛田助教授（武庫）1|女

子大学）の話では、そのようた日常照明ぱ屈り］は優雅てよいと思ったか慣れると気が岐入るような

暗さを感じたという。また、英国に留学中の思娘からは、蛍光灯が厄とんど使われておらず、 日常

の照明が賠いので限が悪くたりそうtこという。このようた話をかわしてい巧と、居合凸せた臥米人

が、近限9こなって眼鏡之かける者は日本人の方が多いから、そんなはず吐いと反論してきた。この

ような話を総合すると、人種による食い違いがもしあるとするなら、瞳が青く、瞼の薄い欧米人の

眼は胄色系の光をよく透過し、赤みの多い暗い照明でも足りるのではないかという考えが生じてく

る。そ戸ばかりか、省ニネルキこーの立場で1主（英国人に伝院的にエネ｝レギーの無駄使いを戻うとい

うから）蛍光灯の方が有利てあることを知っていながら、あえて消費電力の大きいタングステン照

明に頓るのは、彼らとしてはそうでないと気分が落ちつかないのではないかというように思われる

のである。

最も色温度の低いD群 1ふ和蜆燭の光て代雲されるように、ほの暗し雰囲気が作り出さ紅る。現

在の明るい照明に慣れた者にとってば安心感よりもむしろ不安感を（半うことがあると思われるが、

この雰囲気はしばしば宗教的な儀式に利用されているので心理的な影響に特別なものがあることを

予測させる c 乙戸時代まての照明はすべてこ紅であったから、怪談の温床にもなり得たのて危る。

演色性ば責、緑系の物倅色に対して当慇恩くなるが、応、オレソジ系に対してはどうてあろうか。

今回の詞査範囲では、人が集まる場所で利用されているケースとして、ホテルの宴会楊のダンスタ

イム用）こ調光されていたが、陪すぎ‘る印象てあった。しか］、電気が利用されるまでずべてこの明

るさであったことを思えば、、色についてとのような演出を、言の人々がエ史していたのか輿賢のある

とこるである。

3 紅正染めの長嬬袢

紅は平安時代の王朝から、江戸時代の庶民の風俗に主るまで、最も華やかに女人を彩った色とし

て広く知られている染め色である。旧米沢藩の所頷地では紅花づくりが盛んに行われ、その紅の大

半が京紅の原叫として最上J II 加ら日本悔を腎出して京都に連ばれていた。筐木孝男氏（紅花研究所

主宰） 1ま、 40年来、米沢市て日本の口紅と紅花染めの研究に打ち込んてき仁人で；既に只退（肖減し
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ていた本紅（笹紅）の製造再現に成功さ祝たが、かつて筆者に、紅花染めは行燈の明がりで見ると

一番色気が出ると言わ以たことかある。その証を得ることが長年の筆者の怠願であった。

紅花染め作品の演色評価はモニターに依頼しなけらばならないが、それ以前に、実験に使用する

作品を染め上げる必要岱ある。今回は、瓢花染めの和装肌着（長襦袢）主染めて礼立てること 1こし

た。また、染め上がった色のスペクトル測定をおこない、そのデータを光瀕の色温度と関連づけて

直色性に開する心坪物理的な醇折（こ役立たせなけわばならない。測定に瓜自記分光光電光良計の

ほか、蛍光の存在を確めるための蛍光分光光度計を使用した。

]) 染色

絹綸子の一反(12m : 37D g)を、身頃 2 枚、袖 2 枚、衿 1 孜の 5 枚に荒裁ちし、樫の木の灰40D

g /15 ＿りの灰汁に 3 時間浸して灰汁練りを行ない、殿亜美の後、水洗する。

染め色はその昔、身分の高い者のみか着ることを許さ を目摂とした。

1 回目の染色疋ぱ紅色の乱花l 。 5kgを用い、まず24時間の水浸漬の後、脱汁（黄水取り）、さらに

24時間の木浸漬、脱汁の後、炭酸カリ 100 gを用い 7ビアルカリ液に 1 時間浸漬してこ已素を溶かし

搾り取る。搾りかすには水を加え、一夜浸漬した後、液を搾り取り、先に浣り取った液と合せる

(35 fl.)。この液に且黄色素かなお混入しているのて江色素を置択的に吸収させるため、セルロース

パウダーを 150 g加え、 10％酢酸 l ヽ、クニン駿28 gによって、液のpH を 5,5に調裂した。紅色素

のみを吸収したセルロースパウダーは、目の細かい渓リニステル慮布て濾し取っ仁後、炭酸カリ 15

0 g /lO Jりの液で色累を再び溶かして濾し、濾液を染色に使用した。

染色容器は100 り用の恙リタンクで、右は一枚ずつ染液をくぐらせてからニソビバイプの簑の子

に上げ、さらに染叢に栢ける操作を20分間燥り返した。この間、染液に 1ま 10％酢酸900ml とクニン

酸50 gを分割して段階的に加え、pH は当初の7.5から最終的に5.3へと移行させた。最後に水洗乾

し、やや紫味の累いピソク色の染着尺を得た。

2 回目の染色には紅花の乱花2.5kgを使用し、染法は 1 回目とほぼ同様に行ったが、七）レロース

パウダーを用いる貰色素の選択的排除汀行わず、黄色素の染言を少し活力＼した染色とした。

以上の結果、良好な艶を持つ論薇色（マンセル値： 2.SR 5.3/10.9) の染習尺を得た。この色

は、当初予定していた韓紅色の半分桓度の色濃度と旦なされるが、色相においては個足すべきもの

てあったU 綸子は光沢茄あり比較的色涙度か見えにくい。濃反はまた、使用した舌し花り）質に｀：よる

と考えられる（土砂がかなり含まれていたので、摘花時の天候が雨ではなかったかという疑いもあ

る］。それごも、長孟袢の色としでは現代0) ものに此へて色か農すぎるという意見か，r.った。主た、

生地の良さと、菱め上がりの出き映えから、長襦袢にもったいないから、外洒の表生地用に位って

ばという臼見もあった。しかし、昔の女性は濃い紅巳を長襦袢に泌めてい之（真竺「芸：紅と三）

とも言われているので、了定を変えず、そのまま専門業者に委託して湯伸し仕上げを麓した後、武
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庫川女子大学被服造形学研究室のスタッフによる縫製で、標準ザイズの単衣本悟袢に仕克てた。

2) 染色布の測色

前述の方法によって紅花で染めた布のスペクトル反射率曲線を図 2 の実綜で示す。この図でみら

れるように、紅花による染色物1こは700nm から600nm 付近に至る赤、オレンジ系特右のプロードな

反射特性をもつほかに、 450nm の青色の反射光が少し加わっていることであって、この青色の反射

光が混合していることか、汀花染めの色の一つの特費ともいえる。色彩色差計を使用して CIE 表面

の＝刺激値を直読したところ う[:32.6 y:21.1 z:16.0で、色度図上の主波長は、 627nm で

あった。

一方、蛍光分光測色によると、 365nm の励起光により、図 2 の点線で示すように、 460nm と 590

nm に強い蛍光が現れる。前者は青色、後者はオレンジ色で、これも紅花染めの特徴である。

したがって、ここて染色さ九た長襦袢を365nm 付近の紫外線を含む光、たとえば自然光のような

明かりで見ると、その色似反射スペクトルに、蛍光スペクトルを加算した色になり、青色院は強

調される。

また、照明光瀕に、色混度の高い光を使用すると、 450nm 付近の放射ニネルギーの増加と共に紅

花染めからの青色の反射光量は増加し、紫味に見えるが、色温度の低い光では逆に青色の反射光昼

も少なくなって、紫味は減退し、黄色、赤色味が増大されることになる。

4. 紅花染めの作品の演色

始めに述べたように、かがり火も蛍光灯も、閏に対抗する人工光源である。そこで、紅花て染め

た長襦袢を、長い是史期聞を通じて用いられてぎた瞑くて色温度の低い人工光源と、現代の明る＜

て色温度の病い人工光源との照明による演色性を比較する実験を行った。

1) 実験方法

演色実験に用いた照明

A ：和蜆燭（色昌度約1600°K) 

木蜆を溶かし、「塁菰し法」で直径45mmの蜆燭（：芯 1土介冑糸を束ねたもの）を 4 木作製した。ま

た別に、手作り業者による「生掛け法」（芯ば、い草0)髄）大型と中型の冗蜆鷹をそれぞれ 2

本ずつ用汽し、 はこれらすべてを同時に克火して使用した。

B: 夕‘ノグステ‘ノ電球（色温度： 2300"1く）

60Wの電球を、和紙張りの飛瓢置打燈内で，点灯した。

c: 実験を行った室内の常用蛍光灯（色温度： 3500"K) 

D: 東芝ライテノ，夕製、色検査用 D65蛍光灯（色記度： 5800"K) 

20W、蛍光幻スタンドiこ装着。
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E: 松下電工駁、色乱度可変四照明装置（色温度3000~10000°}くの無段階可変）。

F P L36 （臼、赤', 青）各 l 灯ずつか含まれ、コントロールパネルにより色温度が焦段

階に悶節できる未発売新製品で．~試作品を借用。

演色のテスト方法

前述の筐花染め長は袢を40オ代前半の女性モデル（大学院博士誤程研究生のMさん）に着用して

もらい、 A~Eの照明を順次適用する演色実験を行って、痰色性を27名の観察名に比較してもらっ

た。たcお、モテルにに口唇に筐紅（紅花研究所、鈴木孝男所長調製）を塗ってもらうことを依頼し

た。

笹紅 1ま飩枠の紅花色素でつくられており、口唇1こ塗ると緑色の艶を呈することからその名が克る。

筆者の分光分析の結景からみれは、．この緑已は蛍光已てはない。したかって、紅色素の袖色てある

ら透過、散乱し、我々の目に届くためではないかと思わわる。（純度の

低い紅てこのような現象が起こらないのは結晶にならないためと思われる。）

演色性の評価観察は、第21回生活美学研究会(1992年11 月］ 4 日：武庫川女子大学生活更学研究所

主催）に参加さ紅た会員（学外者を含む大学教員や美術教室三宰者らの文化人、男女厚

つ）に依頼した。質問はアンケート形式て｀、無記名による回答を得た。

2) 実験結果

A~D の照明の中で、最もよく雰囲気が出たと思われるものについての回答およびコメント

［コメント］ （原文のまま）

A: 9 名……夢を感じさせる。曖峠に見えて色気を感じる。

妖艶なり。紅花染めのあでやかさか引き立ち、なまめかしく、布地の模様も浮き立

つ。他0)照明に比べて探みを感じさせる。照戻が小さいのて黒ずんて見えろ，など

B : 15名・ぃ □ 9•A よりも絹の光沢を感じさせ、色も据まわり、肩のあたりと変化するように見えた。

ったウ

ムードかあった (A との差はわからない）。）＇ミど｀

C : 1 名ム・・・舟賢[)]て色詞を変えるよりも色素本来の色に腿味かある。

D: 2 名'`・・・ヒロートのような感触を得た。

以上の結果から、巳温度の信い照明か女性着口の紅花免めの色の雰団気をよく演出していること

がわかる。したかって、行燈の町かりで最もよく色気が出るという謁は妥当てあるこしか立証され

る。なお、こり）うち 1 名 1 よ A と B の演色性に差が立いとしているのて双方に入れて隻計した。また

D を良いとずるものの中に、則らかに E と勘違いした上てのコメントを添え仁ものが 2 名あったの

て、これらばD してし、ばし、0

なお、 、つ C 、 D てぱ緑色の輝き きるか、 B ではそ きが少立
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く落ちついた感じに見え、 Aでは少し患ずんだ妖艶な紅色に見える。このように、昼閏と夜の照明

とによって唇の色が変わることに応当時の人々は興をそそられたのであるうか。

E の色蓋度可変照明による回答とコメント

面白かぅたと答えた者 19名

［コメント］ （犀文のまま） 照明による色の追いかよく判った。照明の持つ怠昨が＇·より感

覚的在ものにつながった。いらいるな色に見えて面白い。なと

5 , むすび

蜆爆やタソグステソラソプで代表される色温度の低い光が、紅花染め作品から短波長光の反射を

抑えて、長被長光の仄射比率を増大し、優れた演色性を見せることが判った。短波長の青い光を交

えた紫味の色を好む人でも、時と場合によっては、ほの暗い雰囲気に囲まれた臀味のある江茄放つ

色気に、また別 0ー）味わいを感じることもあろう。今回はま 7こ、紅花の色素と色温度との直捻的な関

係にとどまらず、女註モテルの着衣による立体性と、モデルの口唇に本紅を用＼ヽ7こリア）レ崖演出、

および、そ紅らの低色湿度照明が、点光瀕に近いため生じた陰影詮どが総合して、見る者の味わい

をいっそう神秘的、幻想の世界へと導いてくれた。

色温度可変照明は、これからの生宅に、やがて登場することが予俎され、すべての衣裳や家具、9

化粧等の演色を、その日、その時間によって変えるごとが出来、気分や雰囲気を豊かにずることに

利用されていくことだるう。今回の紅花染めを用いた実骸！lまただ一例に過ぎないか＼今後こうした

研究がもっと行われることにより、照明の色温度変化がめまぐるしく変わること｝こ灯応して、メク

メリズム（色が変わって見えること）の少ない応のと、、多いものとの 2 種類の方伺へ、芯色雙品の

研究が進むのではないかと考えている。

今回のように、草木染による古代の雰囲気を味わうのには、色温度と照度の低い状況で見ること

も一興であろうと思うが、今後さらに、合成染料も含めたいろいるな着色剤と被染物の組み合わせ

を試み、照明メタメリズムの研究を発展させて、

高める努力を続げたい。
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表 1 光掠色測定値

場 所 Lux X y
 

色温度CK) 日 防

◎ビアホール（ニュトーーキ d _)  138 
〇阪急電車車内 194 

〇自宅茶の間（蛍光照明） 113 

〇机上スタンド｀ ( II ) 1510 

〇自宅調理台( II ) 109 

□神戸市内

◎ホテルプラザ大応聞

•" 

睾
◎

II (皇ンスタイム）

”ロビ‘

◎コーヒー店（尼崎市）

C)街灯（高槻市）

□高槻市内（薄曇り直射）

〇阪神梅田駅構内

◎そばや（大阪市肉）

〇満月（藻川畔）

□ ,,（猪名川州）

◎レストラン（尼崎市）

◎喫荼店（尼崎市）

□四宮市内（曇り）

鬱和蜆燭

鬱" 3 本

鬱 H 白紙透退

鬱 II 手すぎ和紙透過

◎タングステソ電球 (40w)

゜
II 低電圧 (50 V) 

口色検査用 D65蛍光灯
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生花による染色 4

渡辺久子

3 カスミ草

カーネーンョンと同しナテノコ科のカスミ草は、フラワーアレンジメソトに最も多く使われる花

の代表である。糸のように細く幾つにも枝分れした茎の先に白い小さな花をつけたこの花が、花屋

の店頭に沢山元られている様子はその名の通り霞のようだ。この花が号場した当初はあらゆるアレ，

ンジに多用された。今ではカスミ草だ 1ナを気の利いたモダンな花器に沢山生けるなどされることも

多く、もはや脇役の花ではないようだ。しかし、生花店で使用済みとなり廃棄される花の中には依

然として沢山混ざっており、量がまとまればしっかりとした、しかも安定した染色が出来る植物で

ある。被染物としては絹よりウールの方が発色がよいようだ。

〔染色の手順］

L ウール（糸、原毛）はあらかじめ中世洗剤で精練しておく。

2. 先媒染（4．を参照）

3. 染色液の抽出と染色

① カスミ草はたるべく細かくステンレス鋏などで切り、ひたひた位の水を加えて火にかけ、

沸謄後30分ほど棗る。

② 拍出液の濃度を見てよければ火からおろし、布で漉す。

③ 被染物の星の20~30倍の染色浴になるよう調整し、火にかける。

④ 染色液が40℃位になったら、精練した（又は先媒棗を済ませた）ウールを静かに入れ染

色を行う。染色中ばむら染めを防ぐために被染物を動かした方かよいがウー）レはフェルト

化しやすいので十分注意する。

⑤ 沸腕後30分から 1 11守間染色し，火を止めてそのまま染色液が室温1こ下がる主て放置する。

⑤ 染色液の温度と同じ位の湯て濯ぎ、軽く脱水して村く。

4. 媒染

1) 錫酸ナトリウムによるウー）レの先媒染

① 錫 3 %、クエジ酸 9 ％をよくばかしてウールの 15~20倍の媒染浴とし、火にかげる。

② 40℃になったらウールを入れ、沸騰後15~20分煮る。このとき媒染浴の底の温度が上が
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り媒染むらにtよりやずいので注意する。

③ 火を止め室揺まて自然放冷する。

① 温湯て濯き軽く脱水して、続けて失色を行っ。

2) 酌麟銅によるウールの後楳染

① 鋼 3 %、乳酸 1 ％を巾ールの15~20倍の水に溶かし謀来沿とし火にかけ、 40'C に此っ仁

ら染色の笥んたウールを静かに入紅、沸臆鯰15~20分煮る。このとき楳染裕の凰の温覧か

上かり媒染むらにぢりやすいのて庄忌ずる。

② 火を止め室温まで自然放冷する [9

③ 湿湯で泊ぎ腎く脱水し、よく風を通して

4 。 スターチス

スクーチスはドライフラワー る事でもよく知ら汎ているイソマツ科の一年草て地中而沿岸

という。生花のうちから花はかさかさと乾いていおり、虞の有る花茎応何となく水分が少な

いように見える。しかし、染色に用いてみると案外濃色を得ることができる。植物の染色はその植

物の見かけと発色が一致しないという開げてひっくりの面臼さがある。災色法はカスミ草と同じて

よし、 0

5 。 フェニックス

生花のアクセサリーとして多く使われる葵物てある。シンノウヤンともいわれインドンナ、アノ

ザム原芹n 国内では八丈烏が栽焙の中心地。非常に染色性がよく、しっかりとした色を得ることか

できる。 カスミ草と同じでよい。 よる

アレンジメント仁添えられる

思われる。通常の染色の他、

［残液による染色〕

6. レザーファーン

してみた。

レザーファーソ参照。

ある墨緑色の羊歯てシノフ｀科の手朗！こ

レザーファーンを噸出す時、沸謄時にファーンの 3 %0)重曹を加え、隠した餃！＇こ酢酸 3 ％を添

加して染色散とする。通常の了順て羨色を汀っ仁図残液に新たに舟を入九染色する。その染已、

媒染の手順はカスミ芹と同じ。
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l 植 物 被染物

I 
カスミ草 11熔 原毛 100 g

スターゴっ、 400 g 原毛 100g 

］ロッ クス 1.6kg! ウール糸
400 g 

I iレザー
' 
ファーソ 450 g 

レザー

ファーン 1.2kg

※アルカリ抽出

: 

参考資料

植物百科平凡社

色の丁帖小学笠

原毛 50 g 

ウーJレ糸

400g 

ヨーロッペの伝抗色 続売新聞社

""""＾つ＾＂rl 
媒 染 剤 色の目

錫酸ナトリウム 3 ％十クエン酸 9% 練色 169
酢酸クロム 3 ％十乳酸 1% 談黄色 171
酢犀銅 3 ％十乳犀 1% 苗色 201
硫酸第一鉄 3 ％十乳酸 2% ベージュ 153

生明言 6% 香色 138
酢酸クロム 3% 黄膚色 181
酢酸銅 3% 青丹 188
硫酸第一鉄 3% 海訟色 190

カリ明馨 6 ％十酒石英 2% 薄い青味の黄色！
錫酸プー｝リウム 3 ％十クニン酸 9% 蒋いザルファ

イニロー＊ * 
酢酸クロム 3 ％十乳酸 1% サルファイニロー

硫酸第一鉄 3 ％十乳酸 2% 根岸色 191

※アルカリ抽出 酢酸銅 3 ％十乳酸 1% た固ム」 145 
チタソ原液20% 路考茶 95 
惨酸 3% 枯色 134

酢酸クロム 3 ％十乳酸 1% キャメル 129

酢酸銅 3 ％十乳酸 1% 媚茶 86

酢酸銅 3 ％十乳酸 1% 焦茶 77
硫酸第一鉄 3 ％十乳酸 1% 櫨色 125
喀酸 3% 杏色 121

I 生明巻10％十修酌 2 ％十消万英 7% 酪毘色 128
一~

＊色の手帖による 数字は記載の色番号

＊＊ヨーロ，ノパの伝統色による

カスミ草による染色 l 、 2 覚醤会繊維染色研究所研究報告 '91 12/ 5 '92 3 / 9 号

役辺久子
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